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研究報告　総合司会　小関健三
　　　　　１　譲渡所得課税の特例制度の理論的基礎（税法学565号参照）　　伊川正樹
　　　　　　　〔司会者〕林眞義
　　　　　　　〔質問者〕占部裕典，青柳達朗，竹本守邦，宮本十至子
　　　　　２�　シンポジウム基調報告⑴：役員給与の課税をめぐる基本的な問題（税法学565号参

照）　　八ツ尾順一
　　　　　３�　シンポジウム基調報告⑵：同族会社における役員給与の問題（税法学565号参照）　　�

中島茂幸
　　　　　４　シンポジウム基調報告⑶：役員給与と所得区分等の問題（税法学565号参照）　　竹内　進
　　　　　５　非営利団体に対する公共政策と課税（税法学565号参照）　　戸井健太郎
　　　　　　　〔司会者〕千葉寛樹
　　　　　　　〔質問者〕田中治，青柳達朗，右山昌一郎
シンポジウム　役員給与の課税をめぐる法的諸問題　　司会　谷口勢津夫
総　　会　�議長　石島弘。【審議事項】①新役員の承認。②平成22年度収支決算の承認。③平成23年度予

算の承認。④第102回大会・総会以降の開催場所等の承認。【報告事項】①会費未納者６名につ
き役員会で除籍が決定された。②入会申込者78名の入会が役員会で承認された。③日本税法学
会のホームページを開設した。④「税法学」が査読付きの機関誌である旨が明記されている
（「学会入会申込要領」に記載）ので，その趣旨（今後とも，⑴できるだけ水準の高い論文等を
世に問う仕組みを維持したい，⑵自由闊達な研究活動の一環として，執筆者の論旨をより明確
に，論証をより説得的，正確にするなどの見地から，学会として，指導，援助をするという姿
勢を改めて明示したもの）を十分にご理解いただきたい。⑤理事長の挨拶。

懇 親 会　札幌学院大学　Ｇ館８階（出席者120名）
出 席 者　�146（来賓３，賛助会員３，本部２，北海道・東北18，関東27，中部24，関西28，中四国９，

九州・沖縄25，入会希望者27，傍聴49）

第102回（創立60周年記念大会）（568，205）
日　　時　平成24年６月９日（土）午後０時〜午後４時55分　10日（日）午前９時30分〜午後３時30分
会　　場　立命館大学朱雀キャンパス大講義室及び多目的室
研究報告　総合司会　浦東久男
　　　　　１�　2009年以降のイギリスの税務調査について（税法学566号［創立60周年記念号］参照）　　�

宮谷俊胤
　　　　　　　〔司会者〕山崎広道
　　　　　　　〔質問者〕青柳達朗，山田二郎，小山章仁，右山昌一郎，谷口勢津夫
　　　　　２　申告書の作成と専門職責任（税法学566号［同］参照）　　髙橋祐介
　　　　　　　〔司会者〕林眞義
　　　　　　　〔質問者〕木山雅人，増田英敏，山田二郎，青柳達朗，谷口勢津夫，田中治，山下学
　　　　　３　誤った課税の是正方法のあり方（税法学566号［同］参照）　　水野武夫
　　　　　　　〔司会者〕谷口勢津夫
　　　　　　　〔質問者〕野一色直人，木村弘之亮，山本洋一郎，青柳達朗，田中治
　　　　　４　高齢者「引取扶養」から「介護の社会化」へ（税法学566号［同］参照）　　遠藤みち
　　　　　　　〔司会者〕木村弘之亮
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　　　　　１�　不利益遡及立法と租税法律主義（税法学563号［第100回大会記念号］参照）　　山田二郎
　　　　　　　〔司会者〕林仲宣
　　　　　　　〔質問者〕相京溥士，右山昌一郎
　　　　　２�　租税行政分野における判断余地の法理─不確定概念に対する司法審査（税法学563号［同］

参照）　　兼平裕子
　　　　　　　〔司会者〕奥谷健
　　　　　　　〔質問者〕亀田誠二，高橋秀至，田中治，今村隆，谷口勢津夫，林仲宣，山田二郎
　　　　　３　資産管財人の源泉徴収義務（税法学563号［同］参照）　　伊藤雄太
　　　　　　　〔司会者〕林眞義
　　　　　　　〔質問者〕水野武夫，泉潤慈，金井恵美子，髙橋祐介，森田辰彦，一高龍司，末崎衛
　　　　　４�　税法における裁判による法創造論序説─ドイツにおける最近の議論の紹介（税法学563号

［同］参照）　　谷口勢津夫
　　　　　　　〔司会者〕八ツ尾順一
　　　　　　　〔質問者〕水野武夫，末崎衛，伊川正樹，村井正
　　　　　５�　更正の請求と税額控除規定の再論─最高裁が下級審判決の対立に終止符（税法学563号

［同］参照）　　山本洋一郎
　　　　　　　〔司会者〕山崎広道
　　　　　　　〔質問者〕右山昌一郎
� ６　更正の請求と納税者の権利救済（税法学563号［同］参照）　　増田英敏
　　　　　　　〔司会者〕林仲宣
　　　　　　　〔質問者〕青柳達朗，山田二郎，図子善信，森田純弘，木村弘之亮，右山昌一郎
� ７　租税法における文理解釈の意義（税法学563号［同］参照）　　占部裕典
　　　　　　　〔司会者〕谷口勢津夫
　　　　　　　〔質問者〕相京溥士，今村隆，一高龍司，高橋秀至，山田二郎
� ８　租税法律主義とソフトロー（税法学563号［同］参照）　　岡村忠生
　　　　　　　〔司会者〕谷口勢津夫
　　　　　　　〔質問者〕田中治，青柳達朗，山田二郎，水野武夫，伊川正樹
総　　会　�議長　石島弘。【審議事項】①新役員の承認。②平成21年度の収支決算の承認。③平成22年度

予算の承認。④第101回大会・総会以降の開催場所等の承認。⑤「税法学」の電子化について
（「税法学」の電子化は，紙質の劣化，判読の困難性を考えると，対応が迫られていること，創
立60周年記念事業の一つとしてDVD化に取り組むこと等が承認された）。【報告事項】①会費
未納者17名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者58名の入会が役員会で承認され
た。③その他（日本税法学会のホームページを設けることが役員会で承認された。「税法学」
が査読付きの雑誌である旨を表記することが，役員会で基本的に承認された）。

懇 親 会　京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール（出席者185名）
出 席 者　�250（来賓２，賛助会員３，本部２，北海道・東北11，関東44，中部43，関西67，中四国15，

九州・沖縄47，入会希望者19，傍聴102）

第101回（566，529）
日　　時　平成23年６月18日（土）正午12時00分〜午後５時20分　19日（日）午前９時30分〜午後３時30分
会　　場　札幌学院大学　Ｇ館１階ホール及びＤ館202号室
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　　　　　　　〔質問者〕上埜陽子，青柳達朗，田中治，山田二郎
　　　　　５　アメリカ税法における現物分配と子会社清算（税法学566号［同］参照）　　渡辺徹也
　　　　　　　〔司会者〕山崎広道
　　　　　　　〔質問者〕村井正，右山昌一郎，青柳達朗，山田二郎
� ６　ドイツ相続税法の改正と事業承継税制（税法学566号［同］参照）　　奥谷　健
　　　　　　　〔司会者〕佐々木潤子
　　　　　　　〔質問者〕右山昌一郎，青柳達朗，山下学，鳥飼貴司
� ７　租税法律主義の現代的意義（税法学566号［同］参照）　　田中　治
　　　　　　　〔司会者〕谷口勢津夫
　　　　　　　〔質問者〕山田二郎，木村弘之亮，青柳達朗，右山昌一郎，相京溥士，今村隆，渡辺徹也
総　　会　�議長　石島弘。【審議事項】①「税法学」の電子化に関する経緯の説明の後，初期の「税法学」

の紙質の劣化に対処するための緊急対策が承認された。②平成23年度の収支決算の承認。③平
成24年度予算の承認。④第103回大会・総会の開催日及び開催場所の決定。【報告事項】①会費
未納者11名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者65名の入会が役員会で承認され
た。③その他。

懇 親 会　京都ホテルオークラ（出席者150名）
出 席 者　�227（来賓４，賛助会員２，本部２，北海道・東北14，関東29，中部35，関西66，中四国15，

九州・沖縄39，入会希望者23，傍聴53）

第103回（570，213）
日　　時　平成25年６月８日（土）午後12時〜午後５時20分　９日（日）午前10時〜午後３時35分
会　　場　鹿児島県医師会館大ホール及び中ホール
研究報告　総合司会　丸山隆寛
　　　　　１　処分理由の附記と理由の差替え（税法学569号参照）　　山崎広道
　　　　　　　〔司会者〕渡辺徹也
　　　　　　　〔質問者〕野一色直人，山田二郎，谷口勢津夫，青柳達朗，右山昌一郎，田中治
　　　　　２　シンポジウム基調報告⑴：納税者権利憲章の意義と課題（税法学569号参照）　　望月　爾
　　　　　３�　シンポジウム基調報告⑵：納税申告の誤りの是正をめぐる問題─更正の請求と処分理由附

記を中心に（税法学569号参照）　　山本洋一郎
　　　　　４　シンポジウム基調報告⑶：質問検査手続の改正と課題（税法学569号参照）　　金井恵美子
　　　　　５　時効を起因とする所得と財産の取得認定と課税問題（税法学569号参照）　　苅米　裕
　　　　　　　〔司会者〕増田英敏
　　　　　　　〔質問者〕山本洋一郎，青柳達朗
シンポジウム　租税行政手続をめぐる法的諸問題　　司会　谷口勢津夫，渡辺徹也
総　　会　�議長　石島弘。【審議事項】①新役員の承認。②平成24年度収支決算の承認。③平成25年度予

算の承認。④第104回大会の開催日及び開催場所の確認。⑤第104回大会におけるシンポジウム
のテーマは，「源泉徴収等をめぐる法的諸問題」とする等の内容を提案し，承認された。⑥第
105回大会は，平成27年６月の第３土・日に，中部地区（名古屋）において開催することが提
案され，了承された。通常の開催日時（６月の第２土・日）とは違うので注意されたい。【報
告事項】①会費未納者10名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者45名の入会が役員
会で承認された（会員総数は1,008名）。③第106回大会以降の開催場所。④「税法学」の電子
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化について，１号から180号までをDVD化したこと，閲覧を希望する者は各地区総務委員長に
依頼すること，資料のコピーは実費にて直接清文社に依頼すること等の報告があった。⑤「税
法学」の執筆要領の整備につき報告があった。編集委員長は谷口勢津夫会員に委嘱することが
報告された。⑥理事長の挨拶。

懇 親 会　鹿児島県医師会館中ホール（出席者約150名）
出 席 者　�226（来賓４，賛助会員２，本部２，北海道・東北６，関東27，中部22，関西31，中四国13，

九州・沖縄70，入会希望者17）

第104回（572，213）
日　　時　平成26年６月14日（土）午後12時〜午後５時20分　15日（日）午前10時〜午後３時35分
会　　場　立正大学品川（旧・大崎）キャンパス石橋湛山記念講堂及び４号館412教室
研究報告　総合司会　竹内進
　　　　　１　租税の意義について（税法学571号参照）　　片上孝洋
　　　　　　　〔司会者〕奥谷健
　　　　　　　〔質問者〕伊藤悟，青柳達朗，望月爾，紙博文，長谷川芳孝
　　　　　２　シンポジウム基調報告⑴：源泉徴収制度等の存在理由（税法学571号参照）　　田中　治
　　　　　３�　シンポジウム基調報告⑵：「経済的価値」を対象とする源泉徴収制度の考察（税法学571号

参照）　　脇谷英夫
　　　　　４�　シンポジウム基調報告⑶：源泉徴収過程における過誤の是正に関する一考察（税法学571

号参照）　　髙橋祐介
　　　　　５　特別報告：行政不服審査法の全文改正に伴う国税通則法改正の意義と問題点　　水野武夫
　　　　　６　租税法律主義と租税法における政令委任の範囲（税法学571号参照）　　長島　弘
　　　　　　　〔司会者〕山下学
　　　　　　　〔質問者〕青柳達朗，金子友裕
シンポジウム　源泉徴収等をめぐる法的諸問題　　司会　谷口勢津夫，増田英敏
総　　会　�議長　石島弘。【審議事項】①平成25年度収支決算の承認。②平成26年度予算の承認。③第105

回大会の開催日及び開催場所の確認。④第105回大会におけるシンポジウムのテーマは，「消費
税をめぐる法的諸問題」とする等の内容を提案し，承認された。⑤第106回大会の開催日及び
開催場所について。【報告事項】①会費未納者５名につき役員会で除籍が決定された。②入会
申込者37名の入会が役員会で承認された（会員総数は1,002名）。③近時，「税法学」の執筆要
領を整備してきたところであるが，執筆者は執筆容量を十分に理解した上で，引用方法等に関
して統一的処理をする，原稿段階で完成稿とし，初校で大きく手直しをすることは避けるな
ど，十分な配慮をお願いしたい。

懇 親 会　ゆうぽうと（出席者約120名）
出 席 者　�198（来賓２，賛助会員２，本部２，北海道・東北11，関東46，中部34，関西39，中四国15，

九州・沖縄36，入会希望者11）

第105回（574，287）
日　　時　平成27年６月13日（土）午後12時〜午後５時20分　14日（日）午前10時〜午後３時35分
会　　場　名古屋学院大学名古屋キャンパス白鳥学舎翼館４Ｆクラインホール及び３Ｆ304教室
研究報告　総合司会　林眞義
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　　　　　１ 　取引相場のない株式の譲渡時価について─会社法との比較並びに税目間の差異及び負債の
範囲を中心に（税法学573号参照）　　竹本守邦

　　　　　　　〔司会者〕伊藤雄太
　　　　　　　〔質問者〕齋藤孝一，青柳達朗，今村隆，波多野徹
 ２ 　シンポジウム基調報告⑴：消費税における事業者と消費者（税法学573号参照）　　西山由美
 ３ 　シンポジウム基調報告⑵：消費税における課税対象（税法学573号参照）　　野一色直人
 ４ 　シンポジウム基調報告⑶：消費税における簡易課税制度等の存在理由（税法学573号参照）�

森田辰彦
� ５　青色申告制度について─白色申告者の事務負担（税法学573号参照）　　武田浩明
　　　　　　　〔司会者〕千葉寛樹
　　　　　　　〔質問者〕青柳達朗，田中治，林眞義，齋藤孝一，酒井克彦
シンポジウム　消費税をめぐる法的諸問題　　司会　谷口勢津夫，髙橋祐介
総　　会　�議長　石島弘。【審議事項】①新役員の承認。②平成26年度収支決算の承認。③平成27年度予

算の承認。④第106回大会の開催日及び開催場所の確認。⑤第106回大会におけるシンポジウム
のテーマは，「税法上の経費控除をめぐる法的諸問題」とする等の内容を提案し，承認された。
⑥第107回大会の開催日及び開催場所について。【報告事項】①会費未納者８名につき役員会で
除籍が決定された。②入会申込者36名（午後の役員会で更に１名追加）の入会が役員会で承認
された。③近時，「税法学」の執筆要領を整備してきたところであるが，執筆者は執筆容量を
十分に理解した上で，引用方法等に関して統一的処理をする，原稿段階で完成稿とし，初稿で
大きく手直しをすることは避けるなど，十分な配慮をお願いしたい。

懇 親 会　名古屋国際会議場（出席者約130名）
出 席 者　�195（来賓３，賛助会員２，本部２，北海道・東北12，関東32，中部43，関西43，中四国13，

九州・沖縄34，入会希望者11）

第106回（576，215）
日　　時　平成28年６月11日（土）正午～午後５時10分　12日（日） 午前10時～午後３時35分
会　　場　広島国際会議場　地下２階大会議室ダリア
研究報告　総合司会　奥谷　健

１　ストックオプション課税についての一考察（税法学575号参照）　　前田謙二
　　〔司会者〕谷口勢津夫
　　〔質問者〕青栁達朗，浦東久男，小塚真啓，宮本十至子
２　シンポジウム基調報告⑴：必要経費の意義と内容（税法学575号参照）　　奥谷　健
３�　シンポジウム基調報告⑵：譲渡所得における取得費の引継ぎと二重課税論（税法学575号

参照）　　福岡耕二
４　シンポジウム基調報告⑶：債務確定の法的意義（税法学575号参照）　　渡辺徹也
５　知的財産権を利用した租税回避をめぐる問題（税法学575号参照）　　谷口智紀
　　〔司会者〕奥谷　健
　　〔質問者〕小塚真啓，村井　正，鳥飼貴司，青栁達朗，林　幸一，泉山　殖，増田英敏 

シンポジウム　経費控除をめぐる法的諸問題　　司会　谷口勢津夫
総　　会　議長　石島　弘。【審議事項】①平成27年度収支決算の承認。②平成28年度予算の承認。

③税法学執筆要領の改訂。④第107回大会の開催日及び開催場所の確認。⑤第107回大会にお



けるシンポジウム等の内容。⑥第108回大会の開催日及び開催場所の確認。【報告事項】①会
費未納者５名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者45名の入会が役員会で承認さ
れた。③第109回大会以降の開催場所につき，暫定的に，関東地区（2019年），中部地区（2020年），
北海道地区（2021年），関西地区（2022年，創立70周年記念大会）を予定することが報告された。

懇 親 会　広島市文化交流会館（出席者151名）
出 席 者　�207名（来賓１，賛助会員２，本部２，北海道・東北９，関東31，中部32，関西43，中四国

24，九州・沖縄44，入会希望者19）

第107回（578，249）
日　　時　平成29年６月10日（土）正午～午後５時10分　11日（日） 午前10時～午後３時35分
会　　場　大阪大学豊中キャンパス　大阪大学会館
研究報告　総合司会　一高龍司

１　アメリカ及びカナダにおける租税回避へのアプローチ（税法学577号参照）　　本部勝大
　　〔司会者〕髙橋祐介
　　〔質問者〕宮本十至子，青栁達朗，小塚真啓，村井　正，田中　治
２�　シンポジウム基調報告⑴：租税回避の法的意義・評価とその否認（税法学577号参照）　　

谷口勢津夫
３�　シンポジウム基調報告⑵：行為計算の否認規定をめぐる紛争（税法学577号参照）　　今

村　隆
４�　シンポジウム基調報告⑶：課税情報の収集と利用と通じた租税回避規制の課題（税法学

577号参照）　　倉見智亮
５�　オーストラリア所得税法における一般的租税回避否認規定（税法学577号参照）　　酒井

貴子
　　〔司会者〕八ツ尾順一
　　〔質問者〕村井　正，青栁達朗，森田純弘，小塚真啓 

シンポジウム　租税回避をめぐる法的諸問題　　司会　八ツ尾順一，渡辺徹也
総　　会　�議長　林　眞義。【審議事項】①役員の承認。②平成28年度収支決算の承認。③平成29年度予

算の承認。④税法学執筆要領の改訂。⑤第108回大会の開催日及び開催場所の確認。⑥第108
回大会におけるシンポジウム等の内容。⑦第109回大会の開催日及び開催場所の確認。【報告
事項】①会費未納者７名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者50名の入会が役員
会で承認された。③第110回大会以降の開催場所につき，暫定的に，中部地区（2020年），北
海道地区（2021年），関西地区（2022年，創立70周年記念大会），九州地区（2023年），中四国
地区（2024年），関東地区（2025年），中部地区（2026年）を予定することが報告された。

懇 親 会　宝塚ホテル（出席者172名）
出 席 者　�248 名（来賓１，賛助会員２，本部２，北海道・東北９，関東41，中部36，関西68，中四国

23，九州・沖縄41，入会希望者25）
　　　
第108回（580，169）
日　　時　平成30年８月９日（土）正午～午後５時10分　10日（日） 午前10時～午後３時35分
会　　場　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー　彩海の間
研究報告　総合司会　井上むつき



１　所得の年度帰属―収入実現の蓋然性とその客観的認識（税法学579号参照）　　田中晶国
　　〔司会者〕山崎広道
　　〔質問者〕小塚真啓，田中　治，谷口勢津夫，酒井克彦，伊川正樹，小関健三，青栁達朗
２�　シンポジウム基調報告⑴：所得税法上の所得区分の在り方（税法学579号参照）　　酒井

克彦
３�　シンポジウム基調報告⑵：扶養控除のあり方―子育て世帯に焦点を当てて（税法学579号

参照）　　野口　浩
４　シンポジウム基調報告⑶：高齢社会と税のあり方（税法学579号参照）　　八ツ尾順一
５　源泉置換規定についての一考察（税法学579号参照）　　木村浩之
　　〔司会者〕谷口勢津夫
　　〔質問者〕大野雅人，髙橋祐介，青栁達朗 

シンポジウム　近時の所得税等をめぐる法的諸問題―解釈論と立法論の両面から　　司会　谷口勢津夫
総　　会　�議長　林　眞義。【審議事項】①平成29年度収支決算の承認。②平成30年度予算の承認。③第

109回大会の開催日及び開催場所の確認。④第109回大会におけるシンポジウム等の内容。⑤
第110回大会の開催日及び開催場所の確認。⑥「税法学」の校正は原則1回とすること，初校
において大幅な修正等をしないこと，及び執筆要領の形式等に従って執筆することが確認さ
れた。【報告事項】①会費未納者５名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者61名の
入会が役員会で承認された。③第111回大会以降の開催場所につき，暫定的に，北海道地区（2021
年），関西地区（2022年，創立70周年記念大会），九州地区（2023年），中四国地区（2024年），
関東地区（2025年），中部地区（2026年）を予定することが報告された。④九州地区が本年９
月１日（土）に第400回記念研究会を，中部地区が本年11月10日（土）に第500回記念大会を
予定しているので，参加希望者は各地区担当者に連絡されたい。

懇 親 会　ANAクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー宴会場（出席者126名）
出 席 者　�151名（来賓１，賛助会員２，本部２，北海道・東北２，関東29，中部24，関西25，中四国

12，九州22、沖縄15，入会希望者17）

第109回（582，235）
日　　時　令和元年６月８日（土）正午～午後５時10分　９日（日） 午前10時～午後３時35分
会　　場　明治学院大学白金キャンパス　３号館3201教室
研究報告　総合司会　竹内　進

１　米国所得課税における課税所得の認識の法的統制（税法学581号参照）　　山本直毅
　　〔司会者〕増田英敏
　　〔質問者〕青栁達朗，田中　治，野一色直人，髙橋祐介，酒井克彦
２�　シンポジウム基調報告⑴：調査手続の法的整備と残された問題（税法学581号参照）　　

菅納敏恭
３�　シンポジウム基調報告⑵：国税通則法の改正と更正の理由附記（税法学581号参照）　　

増田英敏
４�　シンポジウム基調報告⑶：源泉徴収義務をめぐる近時の法的諸問題（税法学581号参照）　　

片山直子
５　憲法84条の「租税」と国民健康保険料（税法学581号参照）　　片上孝洋
　　〔司会者〕奥谷　健



　　〔質問者〕森田純弘，田中　治，谷口勢津夫，伊川正樹，青栁達朗 
シンポジウム　近時の租税手続をめぐる法的諸問題　　司会　谷口勢津夫
総　　会　�議長　林　眞義。【審議事項】①役員の承認。②平成30年度収支決算の承認。③平成31年度予

算の承認。④第110回大会の開催日及び開催場所の確認。⑤第110回大会におけるシンポジウ
ム等の内容。⑥第111回大会の開催日及び開催場所の確認。【報告事項】①会費未納者７名に
つき役員会で除籍が決定された。②入会申込者36名の入会が役員会で承認された。③第112回
大会以降の開催場所につき，暫定的に，関西地区（2022年，創立70周年記念大会），九州地区（2023
年），中四国地区（2024年），関東地区（2025年），中部地区（2026年）を予定することが報告
された。

懇 親 会　明治学院大学パレットゾーン２階インナー広場「さん・サン」（出席者133名）
出 席 者　�193名（来賓０，賛助会員３，本部２，北海道・東北４，関東48，中部33，関西41，中四国

18，九州32，沖縄２，入会希望者10）
　　
第110回（585，287）
日　　時　令和２年11月21日（土）午前11時30分～午後５時20分　22日（日） 午前10時～午後４時05分
開催方法　中部地区主催，Zoomによるオンライン開催
研究報告　総合司会　髙橋祐介（11月21日），竹本守邦（11月22日）

１�　固定資産の価格をめぐる攻撃防御の構造―行政裁量論の視点から―（税法学583号参照）　　
馬場　陽

　　〔司会者〕髙橋祐介
　　〔質問者〕青栁達朗，伊藤雄太，木村弘之亮，竹本守邦，谷口勢津夫，中尾真和 
２　シンポジウム基調報告⑴：地方税の法原則（税法学583号参照）　　田中　治
３�　シンポジウム基調報告⑵：住民税の特徴をめぐる諸問題と今後の方向性（税法学583号参

照）　　横山直子
４�　シンポジウム基調報告⑶：固定資産税をめぐる紛争―固定資産税の性質に照らした検討

―（税法学583号参照）　　伊川正樹
５�　NPO法人が行う障害福祉サービスを「請負業」として課税することの問題点（税法学

583号参照）　　木村浩之
　　〔司会者〕山崎広道
　　〔質問者〕木村弘之亮，末吉幹久，田中晶国，田中　治，谷口勢津夫 

シンポジウム　地方税法をめぐる法的諸問題　　司会　髙橋祐介，八ツ尾順一
総　　会　�議長　林　眞義。【審議事項】①令和元年度収支決算の承認。②令和２年度年度予算の承認。

③令和２年度会費請求の追認。④大会開催運営内規の承認定。⑤第111回大会の開催日及び開
催場所の承認。⑥第111回大会におけるシンポジウム等の内容の承認。⑦第112回大会（日本
税法学会創立70周年記念）の開催日及び開催場所の確認。⑧沖縄地区の役員交代の承認。【報
告事項】①会費未納者18名につき役員会で除籍が決定された。②入会申込者29名の入会が役
員会で承認された。③日本税法学会創立70周年記念行事の検討状況が報告された。④日本税
法学会規約改正の検討状況が報告された。⑤第113回以降の開催地区につき，第113回大会（2023
年）を札幌大会としたことに伴い，開催地区に関する従来の予定を１年ずつ繰り下げ，九州
地区（2024年），中四国地区（2025年），関東地区（2026年），中部地区（2027年）を予定する
ことが報告された。⑤吉澤俊二理事が担当してきた事務の一部を株式会社清文社に委託する



ことが報告された。また，吉澤理事の25年以上にわたる学会事務担当につき，理事長より感
謝と慰労の言葉が伝えられた。

懇 親 会　オンライン懇親会が開催された。
出 席 者　�190名（来賓０，賛助会員０，本部２，北海道・東北６，関東45，中部40，関西52，中四国

13，九州25、沖縄７，入会希望者０）

第111回（586，705）
日　　時　令和３年６月12日（土）午前11時30分～午後５時20分　13日（日） 午前10時～午後４時05分
開催方法　バーチャル税法地区主催，Zoomによるオンライン開催
研究報告　総合司会　髙橋祐介

１　外国法人等に対する源泉徴収制度に関する一考察―課税情報に着目した手続的保障の観
点から―」　（税法学583号参照）　前田謙二
　　〔司会者〕八ツ尾順一
　　〔質問者〕�青栁達朗，田中　治，谷口勢津夫，野一色直人，木山泰嗣，伊藤雄太，望月　

爾 
２�　シンポジウム基調報告⑴：租税回避分野の最高裁判例に見る租税法律主義の実相（税法

学585号参照）　　一高龍司
３�　シンポジウム基調報告⑵：固定資産税分野の最高裁判例の検討―租税法律主義と裁量統

制・立法裁量・司法的救済－住民税の特徴をめぐる諸問題と今後の方向性（税法学585号参
照）　　田中晶国

４�　シンポジウム基調報告⑶：手続法分野における租税法律主義の特色―最高裁判決にみる
救済解釈等の手続法的解釈を中心に―（税法学585号参照）　　木山泰嗣

５　消費税法における仕入税額控除の考察（税法学585号参照）　　金子友裕
　　〔司会者〕増田英敏
　　〔質問者〕�青栁達朗，木村弘之亮，加藤義幸，山田二郎，田中　治，藤間大順，泉　絢也，

浦東久男，谷口勢津夫，小塚真啓，長島　弘，今村　隆，脇谷英夫，谷口智紀
シンポジウ�ム　最高裁租税判例をめぐる法的諸問題―判例における租税法律主義の「実相」　司会　髙橋

祐介，西山由美
総　　会　�議長　山崎広道。【審議事項】①役員の承認。②令和２年度収支決算の承認。③令和３年度年

度予算の承認。④「税法学」（570号以後の号で発行後３年経過のもの）の学会ホームページ
掲載の承認。⑤「日本税法学会の歩み」の学会ホームページの掲載の承認。⑥第112回（日本
税法学会創立70周年記念）大会の開催日及び開催場所の確認。⑦第112回（日本税法学会創立
70周年記念）大会の開催方法の承認。⑧「税法学」の執筆要領の改定及び投稿規定の制定の
承認。⑨日本税法学会規約変更案の承認。【報告事項】①会費未納者８名につき役員会で除籍
が決定された。②入会申込者28名の入会が役員会で承認された。③「税法学」日本税法学会
創立70周年記念号（586号）の進捗状況が報告された。④第113回以降の開催地区につき，第
113回大会（2023年）は北海道・東北地区，第114回大会（2024年）は九州地区，第115回（2025
年）は中四国地区，第116回（2026年）は関東地区，第117回（2027年）は中部地区を予定す
ることが報告された。⑤投稿規定制定の承認に伴い，査読体制の強化と編集委員長の負担軽
減を図るため査読委員を指名する予定である旨が報告された。⑥国立国会図書館インターネッ
ト資料収集保存事業における学会インターネット資料の収集等に係る許諾要請に応じたこと



が報告された。
懇 親 会　オンライン懇親会が開催された。
出 席 者　�193名（来賓０，賛助会員１，本部２，北海道・東北５，関東53，中部36，関西50，中四国

11，九州31、沖縄５）

第112回（創立70周年記念大会）（588，117）
日　　時　�令和４年６月18日（土）午前11時20分～午後５時50分　19日（日）午前９時45分～午後４時

10分
会　　場　�関西大学千里山キャンパス第三学舎ソシオＡＶ大ホールとオンライン（Zoom）とのハイブリッ

ド開催
研究報告　総合司会　八ツ尾順一

《第１日目》
１�　研究報告⑴　「国税通則法の課題」（税法学586号［創立70周年記念号］参照）　　奥谷　

健
２�　研究報告⑵　「民法（相続法）改正と遺留分権利者及び義務者に対する相続税の課税根拠

との関係に関する考察」（税法学586号［同］参照）　　脇谷英夫
３�　研究報告⑶　「譲渡所得課税の趣旨と課税理論」（税法学586号［同］参照）　　伊川正樹
４�　研究報告⑷　「所得税法56条の功罪」（税法学586号［同］参照）　　金井恵美子
５�　研究報告⑸　「米国における事後的タックス・プランニングの司法統制」（税法学586号［同］

参照）　　倉見智亮
６�　研究報告⑴に対する質疑応答
　　〔司会者〕西山由美
　　〔質問者〕�青栁達朗，伊藤雄太，木村弘之亮，鈴木健介，田中　治，谷口勢津夫，野一色

直人，馬場　陽，村井　正，望月　爾
《第２日目》
１�　研究報告⑹　「租税法律主義と司法的救済保障原則」（税法学586号［同］参照）　　谷口

勢津夫
２�　研究報告⑵に対する質疑応答
　　〔司会者〕西山由美
　　〔質問者〕青栁達朗，田中　治，谷口勢津夫，村井　正，吉川富造
３　研究報告⑶に対する質疑応答
　　〔司会者〕山崎広道
　　〔質問者〕�青栁達朗，伊藤雄太，高木英樹，田中　治，谷口勢津夫，日景　智，村井　正，

望月　爾
４　研究報告⑷に対する質疑応答
　　〔司会者〕西山由美
　　〔質問者〕�青栁達朗，一高龍司，田中　治，谷口勢津夫，鳥飼貴司，野一色直人，日景　智，

宮本十至子，村井　正
５　研究報告⑸に対する質疑応答
　　〔司会者〕山崎広道
　　〔質問者〕�青栁達朗，田中　治，谷口勢津夫，野一色直人，林　幸一，村井　正，渡辺徹



也
６�　研究報告⑹に対する質疑応答
　　〔司会者〕西山由美
　　〔質問者〕�青栁達朗，一高龍司，田中　治，鳥飼貴司，野一色直人，馬場　陽，村井　正，

山下清兵衛
総　　会　�議長　山崎広道。【審議事項】①令和３年度収支決算の承認。②令和４年度予算の承認。③第

113回大会の開催日・場所と開催方法の承認。④日本税法学会規約変更案の承認（規約22条の
要件充足＝出席会員154名［会場76名・オンライン78名］全員の賛成）。【報告事項】①役員会
における会費未納者２名の除籍承認の報告。②役員会における入会申込者30名の入会承認の
報告。③第114回大会以降の開催地区の報告。【記念フォーラム】理事長による基調報告「日
本税法学会の歩みと今後について」と意見交換。

懇 親 会　新型コロナウィルス感染症の感染状況を考慮して開催しなかった。
出 席 者　�225名（本部２，北海道・東北７，関東66，中部38，関西60，中四国14，九州29，沖縄９）

第113回（590，225）
日　　時　�令和５年６月24日（土）午前11時30分～午後５時20分　25日（日）午前10時00分～午後４時

10分
会　　場　�北海道大学札幌キャンパス文系共同講義棟２階８番教室講義室とオンライン（Zoom）とのハ

イブリッド開催
研究報告　総合司会　武田浩明，小関健三

１　制裁としての重加算税について（税法学589号参照）　　小関健三
　　〔司会〕伊藤　悟
　　〔質問者〕青栁達朗，伊藤雄太，中尾真和，山下清兵衛
２�　シンポジウム基調報告⑴：税務のデジタル化と納税者の権利保護（税法学589号参照）　　

野一色直人
３�　シンポジウム基調報告⑵：シェアリングエコノミー取引をめぐる課税問題―租税法と私

法の関係を中心に―（税法学589号参照）　　谷口智紀
４�　シンポジウム基調報告⑶：DeFiにおける暗号資産等のトークンの移転と課税―ブロッ

クチェーン・スマートコントラクトを利用した分散型デジタル社会―（税法学589号参照）　　
泉　絢也

５�　相続財産の時価評価と租税公平主義―最高裁令和４年４月19日判決を素材として―（税
法学589号参照）　　横井里保

　　〔司会〕奥谷　健
　　〔質問者〕�青栁達朗，伊川正樹，加藤友佳，金谷比呂史，田中　治，谷口勢津夫，谷口智

紀，中尾真和，細川　健，望月　爾，森田辰彦，山下清兵衛，山本直毅
シンポジウム　デジタル化への税法の対応をめぐる法的諸問題　　司会　一高龍司，西山由美
総　　会　�議長　山崎広道。【審議事項】①役員の承認。②令和４年度収支決算の承認。③令和５年度予

算の承認。④第114回大会の開催日及び開催場所並びに開催方法の確認。⑤第114回大会のシ
ンポジウムのテーマの承認。⑥「税法学」執筆要領の改定。【報告事項】①会費未納者の除籍

（８名。ただし最終的には６名）。②新入会員の承認（20名）。③第114回大会以降の開催地区。
④「税法学」電子版のISSN登録及び国立国会図書館OPACからのリンク。⑤第１回学会運営



会議（令和５年３月26日オンライン開催）。
懇 親 会　新型コロナウイルス感染症の感染状況等を考慮して開催しなかった。
出 席 者　�225名（本部５，北海道・東北10，関東64，中部44，関西52，中四国12，九州35，沖縄３）

【参考】「税法学」590号225頁以下の「学会記事」

本部会議開催報告

第147回　　令和５年６月16日（金）
第148回　　令和５年７月17日（月）

第113回大会・総会等開催報告

◆日　時
［第１日目］令和５年６月24日（土）

午前11時30分～午後５時20分
［第２日目］令和５年６月25日（日）

午前10時00分～午後４時10分

◆開催地区及び開催方法
　北海道・東北地区及び北海道大学札幌キャンパス文系共同講義棟２階８番教室講義室とオンライン

（Zoom）とのハイブリッド開催

◆大会出席者
【来賓】
　なし

【賛助会員】
　なし

【会員225名】
【本部５名】
　谷口勢津夫，西山由美，吉澤俊二，
　髙橋祐介，奥谷　健

【北海道・東北地区10名】
　泉山　殖，伊藤　悟，岩下　誠，小関健三，近藤憲昭，櫻田　譲，武田浩明，千葉寛樹，中西良之，
　堀　治彦

【関東地区64名】
　�相京溥士，青栁達朗，阿部雪子，泉　絢也，糸田孝一，海野多佳夫，大澤弘幸，大野直也，大野雅人，

恩田哲保，加藤友佳，金子友裕，川井和子，木島裕子，木村弘之亮，小菅貴子，小林裕明，小林宏之，
小柳　誠，斉木秀憲，齋藤　滋，酒井翔子，佐藤謙一，鈴木　修，鈴木章司，鈴木孝直，鈴木悠夫，
竹内　進，竹内春美，谷口智紀，谷川喜美江，道下知子，鳥原弓里江，長島　弘，中畠正喜，野口　浩，
畠中貴幸，林　仲宣，藤中敏弘，藤間大順，細川　健，増田英敏，増田由佳子，松澤正人，松永容明，



松本陽平，茂垣志乙里，森岡康太，森下幹夫，安田京子，柳　裕治，山下清兵衛，山下　学，山田二
郎，山上淳一，山本直毅，横田雅志，吉田歌純，吉田貴明，吉田正毅，四方田彰，我妻純子，脇谷英夫，
渡辺徹也

【中部地区44名】
　�飯島寛久，井川源太郎，伊川正樹，石山皇太，伊藤　慶，伊藤　透，伊藤雄太，稲垣真衣，奥川哲

也，小野貴之，糟谷　修，加藤歌子，加藤久也，加藤義幸，加藤玲子，鎌倉友一，岸野悦朗，記虎恵
子，木村幹雄，篠原　薫，杉本和恵，鈴木　恵，高倉祐二，竹本守邦，富永生志，中尾真和，萩原芳
宏，橋本　彩，馬場　陽，林　良樹，林　隆一，堀田朋宏，本部勝大，松田　修，真野郁久，丸山公子，
水野雅之，森田辰彦，安屋謙一，山田麻未，山田京子，大和正治，𠮷田典保，吉田　洋

【関西地区52名】
　�阿部秀一郎，井上和子，井川淳志，一高龍司，浦東久男，岡村忠生，越智砂織，柿本雅一，金井恵美子，

金山知明，片山直子，北野富士和，木村浩之，清本敏弘，日下文男，倉見智亮，小林伸幸，蔡　孟彦，
佐伯彰洋，酒井貴子，坂巻綾望，鹿田良美，関岡誠一，高松伊太郎，竹内綱敏，竹見理子，忠岡　博，
田中　治，田中晶国，田中良弘，谷口隆義，辻　美枝，壷見晴彦，中嶋美樹子，中野　徹，中野浩幸，
浪花健三，野一色直人，土師秀作，長谷川雄大，深野裕二，前田謙二，水野武夫，水野正夫，宮本十至子，
村井　正，村上由紀，望月　爾，元氏成保，安井栄二，山本尚平，湯川二朗

【中四国地区12名】
　�市川哲司，木村守孝，黒住茂雄，佐伯健司，酒井啓司，佐久間一郎，武田京子，峠　直樹，水口勝夫，

本村大輔，横井里保，横道慶典
【九州地区35名】
　�岩武一郎，梅野智子，大藏将史，織田洋輔，金谷比呂史，北原　克，木山雅人，黒岩延時，権田和雄，

堺　貴晴，笹田　毅，佐治泰世，執行達也，菅野直樹，末吉幹久，関本大樹，髙橋敦尚，髙橋秀至，
桃原健二，鳥飼貴司，中島　昇，成宮哲也，成宮広理，西田尚史，波多野徹，福岡耕二，藤山久寿，
松尾浩輔，宮崎裕士，宮島克宣，宮谷俊胤，宮本真治，山崎広道，山下美穂子，山本洋一郎

【沖縄地区３名】
　井上むつき，鈴木和子，當間健一

◆役員会出席者（73名）
【本部５名】
　谷口勢津夫，西山由美，吉澤俊二，髙橋祐介，奥谷　健

【北海道・東北地区５名】
　伊藤　悟，小関健三，武田浩明，中西良之，松田孝志

【関東地区14名】
　�相京溥士，川井和子，木村弘之亮，竹内　進，竹内春美，谷口智紀，長島　弘，林　仲宣，増田英敏，

山下　学，山田二郎，四方田彰，脇谷英夫，渡辺徹也
【中部地区14名】
　�井川源太郎，伊川正樹，伊藤　透，伊藤雄太，加藤歌子，加藤義幸，加藤玲子，竹本守邦，橋本　彩，

馬場　陽，真野郁久，森田辰彦，𠮷田典保，山田麻未
【関西地区14名】
　�一高龍司，浦東久男，片山直子，木村浩之，金井恵美子，鹿田良美，高松伊太郎，竹内綱敏，田中　治，

浪花健三，野一色直人，西俣敏明，水野武夫，望月　爾



【中四国地区３名】
　佐伯健司，佐久間一郎，峠　直樹

【九州地区16名】
　�金谷比呂史，倉見智亮，権田和雄，笹田　毅，執行達也，末吉幹久，髙橋秀至，田中晶国，桃原健二，

鳥飼貴司，西田尚史，波多野徹，福岡耕二，宮谷俊胤，山崎広道，山本洋一郎
【沖縄地区２名】
　井上むつき，鈴木和子

◆大会研究報告
〔第１日目〕（午後１時30分～５時20分）
総合司会　武田浩明（税理士・旭川市立大学准教授）・小関健三（税理士・旭川市立大学教授）
開会挨拶　谷口勢津夫（理事長）
１　研究報告⑴
　　「制裁としての重加算税について」（税法学589号参照）小関健三（税理士・旭川市立大学教授）
　司　会　伊藤　悟（白鴎大学教授）
　質問者　青栁達朗（武蔵野大学教授）
　　　　　伊藤雄太（税理士）
　　　　　中尾真和（金沢星稜大学教授）
　　　　　山下清兵衛（弁護士）
２　シンポジウム基調報告⑴
　　「税務のデジタル化と納税者の権利保護」（税法学589号参照）野一色直人（京都産業大学教授）
３　シンポジウム基調報告⑵
　�　「シェアリングエコノミー取引をめぐる課税問題―租税法と私法の関係を中心に―」（税法学589号参

照）谷口智紀（専修大学教授）
４　シンポジウム基調報告⑶
　�　「DeFiにおける暗号資産等のトークンの移転と課税―ブロックチェーン・スマートコントラクトを

利用した分散型デジタル社会―」（税法学589号参照）泉　絢也（東洋大学准教授）
〔第２日目〕（午前10時00分～午後４時10分）
総合司会　小関健三（税理士・旭川市立大学教授）・武田浩明（税理士・旭川市立大学准教授）
１　研究報告⑵
　�　「相続財産の時価評価と租税公平主義―最高裁令和４年４月19日判決を素材として―」（税法学589号

参照）横井里保（島根大学講師）
　司　会　奥谷　健（広島修道大学教授）
　質問者　青栁達朗（武蔵野大学教授）
　　　　　伊川正樹（名城大学教授）
　　　　　加藤友佳（明治大学准教授）
　　　　　金谷比呂史（弁護士）
　　　　　田中　治（大阪府立大学名誉教授）
　　　　　谷口勢津夫（大阪学院大学教授）
　　　　　谷口智紀（専修大学教授）
　　　　　中尾真和（金沢星稜大学教授）



　　　　　細川　健（税理士）
　　　　　望月　爾（立命館大学教授）
　　　　　森田辰彦（弁護士）
　　　　　山下清兵衛（弁護士）
　　　　　山本直毅（大阪経済大学講師）
２　シンポジウム
　　「デジタル化への税法の対応をめぐる法的諸問題」
　司　会　一高龍司（関西学院大学教授）・西山由美（明治学院大学教授）
　次回開催地区挨拶　山崎広道（熊本学園大学教授・九州地区研究委員長）
　閉会挨拶　西山由美（理事長代行）

◆役員会
〔第１日目〕（午前11時30分～午後１時00分）
１　審議事項
①　役員候補者の決定
　各地区から推薦された役員候補者を確認し，総会に提案することとした。総会において役員が承認さ
れることを前提に，理事長を互選し，谷口勢津夫会員を選出した。また，同じ前提の下に，理事長代行
に西山由美会員が理事長代行に，吉澤俊二会員，髙橋祐介会員，奥谷健会員及び一高龍司会員が本部役
員に指名された。
②　令和４年度収支決算の承認
　令和５年度収支決算（後掲）につき，加藤歌子監事の監査報告（決算を適正なものとする報告）の後，
同決算が承認された。
③　令和５年度予算の承認
　令和５年度予算（後掲）が承認された。同予算は，基本的には，従前どおり，学会機関誌（税法学）
を年２回発行し，大会・総会を年１回開催し，また，会員会費を10,000円とするものである。
④　会費未納者の除籍
　令和４年度会費の未納者８名につき，学会規約７条２項に基づき除籍することが承認された。ただ，
従来からの慣行により，大会直後に支払があった場合には除籍者から除外することが確認されたが，２
名から支払の申出があった（後日支払があった）ので，最終的な除籍者は６名となった。なお，現在，
会費の請求書において，支払期限を９月末日と明記するとともに，その支払がない場合は，機関誌（税
法学）の11月号を送付しない取扱いとなっている。
⑤　新入会員の承認
　入会申込者20名全員について，学会規約６条１項に基づき，入会が承認された（後掲）。
⑥　第114回大会の開催日・場所と開催方法
　第114回大会は九州地区の担当により熊本学園大学（熊本市）で開催する予定であることが確認された。
ただし，予定している会場の都合により会場が熊本大学（熊本市）になる可能性があることも確認された。
いずれにせよ，開催日程については令和６年６月８日（土）・９日（日）とすることが確認された。また，
開催方法についてはハイブリッド開催の方向で準備を進めることにした。
⑦�　第114回大会のシンポジウムのテーマの承認
　第114回大会のシンポジウムのテーマについては，「租税制裁法をめぐる法的諸問題」とすることが承
認された。個別テーマ及び担当者については，この役員会終了後の研究委員長会議で，地区報告担当地



区と共に審議・決定することとされた。
⑧　「税法学」執筆要領の改定
　「税法学」編集委員会委員長の髙橋祐介会員から，改定項目・内容の説明があり，承認された。
⑨　総会議長の選出
　本大会２日目の総会の議長として，山崎広道会員（九州地区）が選任された。
２　報告事項
①　第115回大会以降の開催地区
　今後の大会・総会の開催予定として，第115回（2025年）は中四国地区，第116回（2026年）は関東地区，
第117回（2027年）は中部地区，第118回（2028年）は沖縄地区，第119回（2029年）は関西地区，第120回（2030
年）は中四国地区，第121回（2031年）は九州地区がそれぞれ担当する予定である。
②�　「税法学」電子版のISSN登録及び国立国会図書館OPACからのリンク
　内容については，下記URLで確認していただきたい。
　https://ndlonline.ndl.go.jp/#!/detail/R300000001-I032385151-00
③�　第１回学会運営会議（令和５年３月26日オンライン開催）
　第112回大会・総会で変更された学会規約において新設された学会運営会議（13条２項・３項）が開催
され，第113回大会・役員会及び総会における審議事項等について議論がされたほか，各地区の状況，特
に困難な状況について意見交換がされた。

〔第２日目〕（午後０時30分～１時）
　第１日目で承認されたシンポジウムのテーマにつき，その後の研究委員長会議で個別テーマ及び担当
者として①「租税制裁法の厳罰化とその問題点」鳥飼貴司会員（九州地区），②「重加算税賦課の要件と
手続」伊藤雄太会員（中部地区），③「加算税の減免と加算」木村浩之会員（関西地区）が決定された旨
の報告がされた。なお，個別テーマのタイトルはいずれも仮題である。また，地区報告は，九州地区と
中部地区の担当となった旨の報告もされた。
　そのほか，午前中の総会でも意見が出された「税法学」の査読のあり方等について，意見交換がされた。

◆総　会
〔第２日目〕（午前10時40分～11時15分）
　議　長　山崎広道（熊本学園大学教授）
１　審議事項
①　役員の承認
　第１日目の役員会で承認された役員候補者が，役員として承認された。
②　令和４年度収支決算の承認
　令和４年度収支決算（後掲）が承認された。
③　令和５年度予算の承認
　令和５年度予算（後掲）が承認された。
④�　第114回大会の開催日及び開催場所並びに開催方法の確認
　既定どおり確認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑥参照）。
⑤�　第114回大会のシンポジウムのテーマの承認
　提案どおり承認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑦参照）。
⑥　「税法学」執筆要領の改定
　提案どおり承認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑧参照）。



２　報告事項
①　会費未納者の除籍
　会費未納者の除籍につき，役員会での承認どおり報告された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」
④参照）。
②　新入会員の承認
　入会申込者の入会につき，役員会での承認どおり報告された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」
⑤参照）。
③　第114回大会以降の開催地区
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」①と同様の報告がされた。
④�　「税法学」電子版のISSN登録及び国立国会図書館OPACからのリンク
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」②と同様の報告がされた。
⑤�　第１回学会運営会議（令和５年３月26日オンライン開催）
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」③と同様の報告がされた。

新役員名簿

（○印は常務理事，◎印は本部役員）
【本部】
　理事長　　　　　　谷口勢津夫
　理事長代行　　　　西山由美

【北海道・東北地区】
　総務委員長　　　○小関健三
　総務委員　　　　　金坂和正
　　　　　　　　　　中西良之
　研究委員長　　　○伊藤　悟
　研究委員　　　　　中島茂幸
　　　　　　　　　　松田孝志
　組織委員長　　　○武田浩明
　組織委員　　　　　有田眞人

【関東地区】
　総務委員長　　　○長島  弘
　総務副委員長　　○林　仲宣
　総務委員　　　　　川井和子
　　　　　　　　　　竹内春美
　　　　　　　　　　谷口智紀
　　　　　　　　　　野口　浩
　　　　　　　　　　藤間大順
　研究委員長　　　○渡辺徹也



　研究副委員長　◎○西山由美
　　　　　　　　　○増田英敏
　研究委員　　　　　相京溥士
　　　　　　　　　　大塚正民
　　　　　　　　　　木村弘之亮
　　　　　　　　　　山田二郎
　組織委員長　　　○竹内　進
　組織副委員長　　○山下　学
　組織委員　　　　　宮岡孝之
　　　　　　　　　　四方田彰
　　　　　　　　　　脇谷英夫

【中部地区】
　総務委員長　　　○真野郁久
　総務副委員長　　○井川源太郎
　研究委員長　　◎○髙橋祐介
　研究副委員長　　○伊川正樹
　　　　　　　　　○伊藤雄太
　研究委員　　　　　加藤玲子
　　　　　　　　　　加藤義幸
　　　　　　　　　　竹本守邦
　　　　　　　　　　馬場　陽
　　　　　　　　　　森田辰彦
　　　　　　　　　　𠮷田典保
　　　　　　　　　　山田麻未
　組織委員長　　　○伊藤　透
　組織副委員長　　○橋本　彩
　監事　　　　　　　加藤歌子

【関西地区】
　総務委員長　　　○浦東久男
　研究委員長　　　○野一色直人
　研究副委員長　◎○一高龍司
　　　　　　　　　○金井恵美子
　研究委員　　　　　片山直子
　　　　　　　　　　木村浩之
　　　　　　　　　　倉見智亮
　　　　　　　　　　忠岡　博
　　　　　　　　　　田中　治
　　　　　　　　　　谷口勢津夫
　　　　　　　　　　望月　爾



　　　　　　　　　　八ツ尾順一
　組織委員長　　　○鹿田良美
　組織副委員長　　○水野武夫
　組織委員　　　　　高松伊太郎
　　　　　　　　　　浪花健三
　　　　　　　　　　西俣敏明
　　　　　　　　　◎吉澤俊二
　監事　　　　　　　竹内綱敏

【中四国地区】
　総務委員長　　　○佐久間一郎
　総務副委員長　　○木本　敦
　総務委員　　　　　畑野洋一郎
　研究委員長　　◎○奥谷  健
　研究副委員長　　○手塚貴大
　研究委員　　　　　小塚真啓
　組織委員長　　　○酒井啓司
　組織副委員長　　○峠　直樹
　組織委員　　　　　佐伯健司

【九州地区】
　総務委員長　　　○桃原健二
　総務副委員長　　○金谷比呂史
　研究委員長　　　○山崎広道
　研究副委員長　　○宮谷俊胤
　研究委員　　　　　末吉幹久
　　　　　　　　　　関本大樹
　　　　　　　　　　高橋敦尚
　　　　　　　　　　髙橋秀至
　　　　　　　　　　長友慶徳
　　　　　　　　　　福岡耕二
　　　　　　　　　　安武貴美子
　　　　　　　　　　山本洋一郎
　組織委員長　　　○西田尚史
　組織副委員長　　○木山雅人
　組織委員　　　　　椛島文子
　　　　　　　　　　笹田　毅
　　　　　　　　　　執行達也
　　　　　　　　　　波多野徹



【沖縄地区】
　総務委員長　　　○鈴木和子
　研究委員長　　　○井上むつき
　組織委員長　　　○山入端正範











会員異動

◆新入会員（20名）
【北海道・東北地区】
　相髙佑介　　　税理士
　東海林寛史　　税理士

【関東地区】
　清水貴之　　　大学院生
　鳥原弓里江　　税理士
　畠中貴幸　　　大学教員
　増田由佳子　　大学院生
　松本陽平　　　大学院生
　森岡康太　　　大学院生
　山上淳一　　　大学教員

【中部地区】
　伊藤　慶　　　税理士
　記虎恵子　　　税理士
　高橋　尚　　　税理士
　森田侑実重　　弁護士

【関西地区】
　朝倉正夫　　　会社員・税理士
　越智砂織　　　大学教員
　田中良弘　　　大学教員
　能勢英雄　　　会社員・税理士
　吉村景浩　　　税理士

【九州地区】
　成宮広理　　　大学院生
　藤山久寿　　　税理士

◆死　亡
【九州地区】
　宮谷俊胤

第114回大会・総会等開催案内

◆日　時
【第１日目】
　2024（令和６）年６月８日（土）午後
【第２日目】
　2024（令和６）年６月９日（日）午前及び午後



◆開催地区・場所及び開催方法
　九州地区
　熊本学園大学（予定）
　オンラインとのハイブリッド開催（予定）

第114回（592，163）
日　　時　�令和６年６月８日（土）午前11時30分～午後５時30分　９日（日）午前10時00分～午後４時

10分
会　　場　�熊本学園大学14号館１階高橋守雄記念ホールとオンライン（Zoom）とのハイブリッド開催
研究報告　総合司会　安武貴美子

１�　消費税法における「帳簿」の意義と機能―インボイス制度下における「課税仕入れ」の
意義に基づく検討（税法学591号）　大藏将史

　　〔司会〕山崎広道
　　〔質問者〕�青栁達朗，木山雅人，田中　治，谷口勢津夫，日景　智，藤間大順，山本洋一

郎
２�　シンポジウム基調報告⑴：租税制裁法の厳罰化とその課題（税法学591号）　鳥飼貴司
３�　シンポジウム基調報告⑵：重加算税賦課の要件と手続（税法学591号）　伊藤雄太
４�　シンポジウム基調報告⑶：加算税の加重と減免―加算税が課されない「正当な理由」に

関する若干の考察を兼ねて―（税法学591号）　木村浩之
５�　逋脱罪と重加算税の関係性（税法学591号）　中尾真和
　　〔司会〕伊藤雄太
　　〔質問者〕�青栁達朗，大野雅人，糟谷　修，金谷比呂史，髙橋祐介，田中　治，谷口勢津

夫，馬場　陽，村井　正
シンポジウム　租税制裁法をめぐる法的諸問題　　司会　奥谷　健，西山由美
総　　会　�議長　山崎広道。【審議事項】①令和５年度収支決算の承認。②令和６年度予算の承認。③第

115回大会の開催日及び開催場所並びに開催方法の確認。④第115回大会のシンポジウムのテー
マの承認。⑥「税法学」執筆要領の改定。【報告事項】①会費未納者の除籍（４名。ただし最
終的には２名）。②新入会員の承認（28名）。③第116回大会以降の開催地区。④第２回学会運
営会議（令和６年３月31日オンライン開催）。⑤今後の検討課題―学会の「SDGs」について―。
⑥学会運営体制の見直し。

懇 親 会　ホテル日航熊本　参加者109名
出 席 者　�252名（本部６，北海道・東北８，関東70，中部42，関西49，中四国15，九州58，沖縄４）

【参考】「税法学」592号163頁以下の「学会記事」

本部会議開催報告

日本税法学会の歩み

4　税法学575

＊�　以下において，『日本税法学会創立30周年記念祝賀税法学論文集』（昭和56年）１頁以下に収
録されている，中川一郎「30周年を迎えて」という論考をほぼそのまま再録する。この論考は，
学会創立前の状況，学会創立時および学会創立後の30年間に及ぶ歴史をまとめて叙述するもの
である。なお，原文のうち，「Ｆ　訪欧税務訴訟調査団」の項目中，団員名簿は，紙数の関係上
割愛した。
　各大会における報告テーマ，報告者等の記録は，それぞれの時期に先人たちが何を問題とし
て研究してきたかを詳細に示すもので，興味深い。なお，この論考は，発表の時期との関係で，
昭和55年11月開催の第58回大会までを対象としている。第59回大会以降の記録は，この論考の
後に続けて収録することにする。（付記：田中治）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

30周年を迎えて
Zum drei㌼igsten Jahrestag von Japan

Steuerrechtswissenschaft Gemeinschaft

理事長　中川一郎
Dr. jur.，Rechtsanwalt，Präsident von Japan
Steuerrechtswissenschaft Gemeinschaft

ICHIRÕ NAKAGAWA

はしがき

　当学会創立30周年の81年を迎え，30年間，早いようで，案外長いものであったと，今更感ひとしおである。
　税法学200号記念号267〜287頁において，「日本税法学会15年史」を掲載したが，同号のストックは皆無
であり，蔵書しておられない会員もあろうから，重複する箇所もあるが，次のような順序で，30年間につ
いて当学会の特色を述べよう。
Ａ　学会創立以前の状況
Ｂ　学会の創立─設立経過報告書
Ｃ　第１回大会以降第58回大会までの概要
Ｄ　各地区研究会の開催
Ｅ　国税通則法制定に関する意見書の提出
Ｆ　訪欧税務訴訟調査団
Ｇ　役員組織の確立
Ｈ　役員の選任
Ｊ　刊行記念号，論文集及び図書の刊行
Ｋ　創立当初より30年間在籍会員の氏名
Ｌ　30年間の会員異動一覧表



第153回　　令和６年５月26日（日）
第154回　　令和６年７月18日（木）

第114回大会・総会等開催報告

◆日　時
［第１日目］令和６年６月８日（土）

午前11時30分～午後５時30分
［第２日目］令和６年６月９日（日）

午前10時00分～午後４時10分

◆開催地区及び開催方法
　九州地区及び熊本学園大学14号館１階高橋守雄記念ホールとオンライン（Zoom）とのハイブリッド開
催

◆大会出席者
【来賓】
　なし

【賛助会員２社】
　公益財団法人日本税務研究センター，
　株式会社清文社

【会員252名】
【本部６名】
　谷口勢津夫，西山由美，吉澤俊二，髙橋祐介，奥谷　健，一高龍司

【北海道・東北地区８名】
　泉山　殖，伊藤　悟，小関健三，武田浩明，藤中敏弘，堀　治彦，松田孝志，柳沢邦則

【関東地区70名】
　�青栁達朗，阿部雪子，安藤雄一郎，泉　絢也，伊藤秀明，海野多佳夫，大野直也，大野雅人，金子友裕，

川井和子，木山泰嗣，草間典子，小代久美子，小菅貴子，小林裕明，小林宏之，小柳　誠，権田和雄，
斉木秀憲，齋藤　滋，酒井克彦，阪田大作，佐々木みちよ，佐藤謙一，佐藤正勝，清水　学，杉山裕
之，鈴木　修，鈴木章司，鈴木孝直，高木英樹，高柳和男，田口　渉，竹内茂樹，竹内　進，谷口智
紀，道下知子，鳥原弓里江，長島　弘，中本天望，中村琢也，野口　浩，日景　智，樋口恒太，藤間
大順，細川　健，本田光宏，増田英敏，増田由佳子，松澤正人，松永容明，松本陽平，水谷年宏，森
岡康太，森下幹夫，安田京子，山下　学，山田二郎，山上淳一，山本直毅，山本英幸，横田雅志，吉
田歌純，吉田貴明，吉田正毅，四方田彰，我妻純子，脇谷英夫，脇本利紀，渡辺徹也

【中部地区42名】
　�石坂信一郎，井川源太郎，伊川正樹，石山皇太，伊藤　慶，伊藤　透，伊藤雄太，稲垣真衣，奥川哲

也，小野貴之，糟谷　修，加藤歌子，加藤恒彦，加藤久也，加藤義幸，加藤玲子，岸野悦朗，記虎惠
子，木村幹雄，佐藤和美，鈴木　恵，高倉祐二，富永生志，中尾真和，萩原芳宏，橋本　彩，服部由
美，馬場　陽，林　隆一，堀田朋宏，本部勝大，松田　修，真野郁久，丸山公子，水野雅之，森田辰彦，
森田侑実重，安屋謙一，山田京子，大和正治，𠮷田典保，吉田　洋



【関西地区49名】
　�朝倉正夫，石丸宏司，井上和子，浦東久男，越智砂織，柿本雅一，金井恵美子，金山知明，片山直子，

北野富士和，木村浩之，邱　怡凱，清本敏弘，日下文男，久米康世，倉見智亮，小林伸幸，佐伯彰洋，
酒井貴子，坂巻綾望，鹿田良美，沈　恬恬，鈴木健介，住永佳奈，高松伊太郎，竹内綱敏，忠岡　博，
田中　治，田中晶国，辻　美枝，壷見晴彦，中嶋美樹子，永井秀人，中野浩幸，浪花健三，西俣敏明，
野一色直人，土師秀作，濱田　洋，原田裕彦，前田謙二，松井淑子，松本　拓，水野正夫，宮本十至子，
村井　正，村上由紀，望月　爾，山本尚平

【中四国地区15名】
　�青木　丈，石森久広，市川哲司，片上孝洋，木村守孝，小塚真啓，佐伯健司，酒井啓司，佐久間一郎，

武田京子，峠　直樹，林　孝一，水口勝夫，本村大輔，横井里保
【九州地区58名】
　�赤峰三千代，稲岡政弘，今井喜史，岩武一郎，梅野智子，大藏将史，岡村忠生，小川英雄，金谷比呂

史，椛島文子，北原　克，木山雅人，堺　貴晴，坂口佳菜子，坂本敬子，坂本祐資，笹田　毅，佐治
泰世，執行達也，菅野直樹，末永英男，末吉幹久，高橋敦尚，高橋秀至，田川　哲，田口　智，田口　
寛，桃原健二，鳥飼貴司，中崎弘明，長友　愛，長友慶徳，成宮哲也，成宮広理，西田尚史，野元茂樹，
波多野徹，浜田　朗，平川　茂，福岡耕二，福田幸徳，藤山久寿，渕川知幸，古市承治，星田幸太郎，
本田裕章，松本宏次，宮崎裕士，宮島克宣，宮本真治，安武貴美子，栁井貞実，山内英樹，山崎広道，
山下美穂子，山田麻未，山本洋一郎，吉田　志

【沖縄地区４名】
　井上むつき，末崎　衛，鈴木和子，當間健一

◆役員会出席者（71名）
【本部６名】
　谷口勢津夫，西山由美，吉澤俊二，髙橋祐介，奥谷　健，一高龍司

【北海道・東北地区４名】
　伊藤　悟，小関健三，武田浩明，松田孝志

【関東地区12名】
　�川井和子，竹内　進，竹内春美，長島　弘，野口　浩，藤間大順，増田英敏，山下　学，山田二郎，

四方田彰，脇谷英夫，渡辺徹也
【中部地区14名】
　�井川源太郎，伊川正樹，伊藤　透，伊藤雄太，加藤歌子，加藤義幸，加藤玲子，竹本守邦，橋本　彩，

馬場　陽，真野郁久，森田辰彦，𠮷田典保，山田麻未
【関西地区14名】
　�浦東久男，片山直子，金井恵美子，木村浩之，倉見智亮，鹿田良美，高松伊太郎，忠岡　博，竹内綱敏，

田中　治，浪花健三，野一色直人，西俣敏明，望月　爾
【中四国地区４名】
　小塚真啓，佐伯健司，佐久間一郎，峠　直樹

【九州地区15名】
　�金谷比呂史，笹田　毅，執行達也，末吉幹久，高橋敦尚，高橋秀至，桃原健二，鳥飼貴司，長友慶徳，

西田尚史，波多野徹，福岡耕二，安武貴美子，山崎広道，山本洋一郎
【沖縄地区２名】



　井上むつき，鈴木和子

◆大会研究報告
〔第１日目〕（午後１時30分～５時30分）
総合司会　　安武貴美子（税理士）
開会挨拶　　谷口勢津夫（理事長）
開催校挨拶　細江守紀（熊本学園大学学長）
１　研究報告⑴
　�　「消費税法における『帳簿』の意義と機能―インボイス制度下における『課税仕入れ』の意義に基づ

く検討」（税法学591号）　大藏将史（熊本大学准教授）
　司　会　山崎広道（熊本学園大学教授）
　質問者　青栁達朗（武蔵野大学教授）
　　　　　木山雅人（税理士）
　　　　　田中　治（大阪府立大学名誉教授）
　　　　　谷口勢津夫（大阪学院大学教授）
　　　　　日景　智（千葉商科大学客員教授）
　　　　　藤間大順（神奈川大学准教授）
　　　　　山本洋一郎（弁護士・税理士）
２　シンポジウム基調報告⑴
　　「租税制裁法の厳罰化とその課題」（税法学591号）鳥飼貴司（日本大学教授）
３　シンポジウム基調報告⑵
　�　「重加算税賦課の要件と手続」（税法学591号）伊藤雄太（税理士）
４　シンポジウム基調報告⑶
　�　「加算税の加重と減免―加算税が課されない『正当な理由』に関する若干の考察を兼ねて―」（税法

学591号）木村浩之（弁護士）
〔第２日目〕（午前10時00分～午後４時10分）
総合司会　安武貴美子（税理士）
１　研究報告⑵
　�　「逋脱罪と重加算税の関係性」（税法学591号）中尾真和（金沢星稜大学教授）
　司　会　伊藤雄太（税理士）
　質問者　青栁達朗（武蔵野大学教授）
　　　　　大野雅人（明治大学教授）
　　　　　糟谷　修（税理士）
　　　　　金谷比呂史（弁護士）
　　　　　髙橋祐介（名古屋大学教授）
　　　　　田中　治（大阪府立大学名誉教授）
　　　　　谷口勢津夫（大阪学院大学教授）
　　　　　馬場　陽（弁護士）
　　　　　村井　正（関西大学名誉教授）
２　シンポジウム
　　「租税制裁法をめぐる法的諸問題」



　司　会　西山由美（明治学院大学教授）
　　　　　奥谷　健（広島修道大学教授）
　次回開催地区挨拶　奥谷　健（広島修道大学教授・中四国地区研究委員長）
　閉会挨拶　西山由美（理事長代行）

◆役員会
〔第１日目〕（午前11時30分～午後１時00分）
１　審議事項
①　令和５年度収支決算の承認
　令和５年度収支決算（後掲）につき，竹内綱敏監事の監査報告（決算を適正なものとする報告）の後，
同決算が承認された。
②　令和６年度予算の承認
　令和６年度予算（後掲）が承認された。同予算は，基本的には，従前どおり，学会機関誌（税法学）
を年２回発行し，大会・総会を年１回開催し，また，会員会費を10,000円とするものである。
③　会費未納者の除籍
　令和５年度会費の未納者４名につき，学会規約７条２項に基づき除籍することが承認された。ただ，
従来からの慣行により，大会直後に支払があった場合には除籍者から除外することが確認されたが，２
名から支払の申出があった（後日支払があった）ので，最終的な除籍者は２名となった。なお，現在，
会費の請求書において，支払期限を９月末日と明記するとともに，その支払がない場合は，機関誌（税
法学）の11月号を送付しない取扱いとなっているが，これに加えて，11月号発行後と年度終了後に２回
督促をすることとし，その督促状の様式を承認した。
④　新入会員の承認
　入会申込者28名全員について，学会規約６条１項に基づき，入会が承認された（後掲）。
⑤　第115回大会の開催日・場所と開催方法
　第115回大会は中四国地区の担当により令和７年６月７日（土）・８日（日）に島根県立産業交流会館
くにびきメッセ（松江市）で開催する予定であることが確認された。また，開催方法についてはハイブリッ
ド開催の方向で準備を進めることにした。
⑥　第115回大会のシンポジウムのテーマの承認
　第115回大会のシンポジウムのテーマについては，「近時の企業課税をめぐる法的諸問題」とすること
が承認された。個別テーマ及び担当者については，この役員会終了後の研究委員長会議で，地区報告担
当地区と共に審議・決定することとされた。
⑦　「税法学」執筆要領の改定
　「税法学」編集委員会委員長の髙橋祐介会員から，改定項目・内容の説明があり，承認された。
⑧　総会議長の選出
　本大会２日目の総会の議長として，山崎広道会員（九州地区）が選任された。
２　報告事項
①　第116回大会以降の開催地区
　今後の大会・総会の開催予定として，第116回（2026年）は関東地区，第117回（2027年）は中部地区，
第118回（2028年）は沖縄地区，第119回（2029年）は関西地区，第120回（2030年）は中四国地区，第
121回（2031年）は九州地区がそれぞれ担当する予定である。
②　第２回学会運営会議（令和６年３月31日オンライン開催）



　学会規約13条２項・３項に従い学会運営会議が開催され，第114回大会・役員会及び総会における審議
事項等について議論がされたほか，各地区の状況，特に困難な状況について意見交換がされた。
③　今後の検討課題―学会の「SDGs」について―
　上記の学会運営会議でも議論された地区研究会の開催のあり方について，各地区間協力も含め意見交
換を行った。
④　学会事務の運営体制の見直し
　吉澤俊二会員には会計担当本部役員としての業務に専念していただき，同会員が従来担当されてきた
業務を理事長及び他の本部役員で分担することにした旨の報告がされた。

〔第２日目〕（午後０時30分～１時）
　第１日目で承認されたシンポジウムのテーマにつき，その後の研究委員長会議で個別テーマ及び担当
者として①「企業会計と法人税」（仮題）金子友裕会員（関東地区），②「企業グループと法人税」（仮題）
酒井貴子（関西地区），③「納税環境の変化と企業課税」（仮題）末吉幹久会員（九州地区）が決定され
た旨の報告がされた。また，地区報告は，中四国地区と沖縄地区の担当となった旨の報告もされた。

◆総　会
〔第２日目〕（午前10時40分～11時15分）
　議　長　山崎広道（熊本学園大学教授）
１　審議事項
①　令和５年度収支決算の承認
　令和５年度収支決算（後掲）が承認された。
②　令和６年度予算の承認
令和６年度予算（後掲）が承認された。
③　第115回大会の開催日及び開催場所並びに開催方法の確認
　既定どおり確認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑤参照）。
④　第114回大会のシンポジウムのテーマの承認
　提案どおり承認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑥参照）。
⑤　「税法学」執筆要領の改定
　提案どおり承認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑦参照）。
２　報告事項
①　会費未納者の除籍
　会費未納者の除籍につき，役員会での承認どおり報告された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」
③参照）。
②　新入会員の承認
　入会申込者の入会につき，役員会での承認どおり報告された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」
④参照）。
③　第116回大会以降の開催地区
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」①と同様の報告がされた。
④　第２回学会運営会議（令和６年３月31日オンライン開催）
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」②と同様の報告がされた。
⑤　今後の検討課題―学会の「SDGs」について―
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」③での意見交換について報告がされた。



⑥　学会事務の運営体制の見直し
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」④と同様の報告がされた。
◆懇親会（第１日目，午後６時30分開始）
　ホテル日航熊本において開催された。出席者は109名。











会員異動

◆新入会員（28名）
【北海道・東北地区】
　佐藤千咲　　　税理士事務所職員
　佐藤尚樹　　　税理士
　日當　優　　　税理士

【関東地区】
　大谷朋子　　　税理士
　佐々木みちよ　税理士
　杉山裕之　　　弁護士
　谷口裕之　　　大学教員
　野田陽一　　　弁護士

【中部地区】
　荒川章三　　　大学教員
　川合俊一　　　税理士
　佐藤和美　　　税理士
　ニャムスレン・ルハムツェレン　大学教員

【関西地区】
　石丸宏司　　　税理士事務所職員
　川喜多由博　　公認会計士・税理士
　久米康世　　　税理士
　寺田暁央　　　税理士
　福本康一　　　税理士事務所職員
　藤原健二　　　税理士
　船橋　充　　　税理士
　堀内眞之　　　税理士
　矢田善久　　　税理士
　芳木和世　　　税理士

【中四国地区】
　尾川　望　　　税理士

【九州地区】
　今井喜史　　　税理士
　小川英雄　　　税理士
　坂本敬子　　　大学教員
　長友　愛　　　税理士
　平川　茂　　　大学教員

第115回大会・総会等開催案内

◆日　時



【第１日目】
　2025（令和７）年６月７日（土）午後

【第２日目】
　2025（令和７）年６月８日（日）午前及び午後

◆開催地区・場所及び開催方法
　中四国地区
　島根県立産業交流会館くにびきメッセ（松江市）
　オンラインとのハイブリッド開催（予定）

第115回（594，233）
日　　時　�令和７年６月７日（土）午前11時30分～午後５時25分　８日（日）午前10時00分～午後４時

10分
会　　場　�島根県立産業交流会館くにびきメッセとオンライン（Zoom）とのハイブリッド開催
研究報告　総合司会　奥谷　健

１�　企業課税と経済産業政策―租税法とイノベーション・経済法の関係について―（税法学
593号）　手塚貴大

　　〔司会〕奥谷　健
　　〔質問者〕�青栁達朗，田中　治，谷口勢津夫，藤間大順，望月　爾，村井　正，横道慶典
２�　シンポジウム基調報告⑴：企業会計と法人税（税法学593号）　金子友裕
３�　シンポジウム基調報告⑵：法人租税属性の利用制限に関する比較法的検討（税法学593号）　

酒井貴子
４�　シンポジウム基調報告⑶：納税環境整備の変化と企業課税（税法学593号）　末吉幹久
５�　インボイス時代における消費税法のあり方―小規模事業者の立場から―（税法学593号）　

當間健一
　　〔司会〕井上むつき
　　〔質問者〕�伊川正樹，加藤久也，糟谷　修，髙橋秀至，谷口勢津夫，横井里保

シンポジウム　近時の企業課税をめぐる法的諸問題　　司会　野一色直人，金谷比呂史
総　　会　�議長　山崎広道。【審議事項】①役員の承認。②令和６年度収支決算の承認。③令和７年度予

算の承認。④第116回大会の開催日及び開催場所並びに開催方法の確認。⑤第116回大会のシ
ンポジウムのテーマの承認。⑥「税法学」執筆要領の改定。【報告事項】①会費未納者の除籍（８
名。ただし最終的には７名）。②新入会員の承認（26名）。③第117回大会以降の開催地区。④
第３回学会運営会議（令和７年３月30日オンライン開催）。⑤今後の検討課題―学会の「SDGs」
について―。⑥学会運営体制の見直し―特にWeb入会申込みについて―。

懇 親 会　松江エクセルホテル東急・オーク　参加者95名
出 席 者　245名（本部６，北海道・東北13，関東64，中部37，関西56，中四国22，九州41，沖縄６）

日本税法学会の歩み

4　税法学575

＊�　以下において，『日本税法学会創立30周年記念祝賀税法学論文集』（昭和56年）１頁以下に収
録されている，中川一郎「30周年を迎えて」という論考をほぼそのまま再録する。この論考は，
学会創立前の状況，学会創立時および学会創立後の30年間に及ぶ歴史をまとめて叙述するもの
である。なお，原文のうち，「Ｆ　訪欧税務訴訟調査団」の項目中，団員名簿は，紙数の関係上
割愛した。
　各大会における報告テーマ，報告者等の記録は，それぞれの時期に先人たちが何を問題とし
て研究してきたかを詳細に示すもので，興味深い。なお，この論考は，発表の時期との関係で，
昭和55年11月開催の第58回大会までを対象としている。第59回大会以降の記録は，この論考の
後に続けて収録することにする。（付記：田中治）

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

30周年を迎えて
Zum drei㌼igsten Jahrestag von Japan

Steuerrechtswissenschaft Gemeinschaft

理事長　中川一郎
Dr. jur.，Rechtsanwalt，Präsident von Japan
Steuerrechtswissenschaft Gemeinschaft

ICHIRÕ NAKAGAWA

はしがき

　当学会創立30周年の81年を迎え，30年間，早いようで，案外長いものであったと，今更感ひとしおである。
　税法学200号記念号267〜287頁において，「日本税法学会15年史」を掲載したが，同号のストックは皆無
であり，蔵書しておられない会員もあろうから，重複する箇所もあるが，次のような順序で，30年間につ
いて当学会の特色を述べよう。
Ａ　学会創立以前の状況
Ｂ　学会の創立─設立経過報告書
Ｃ　第１回大会以降第58回大会までの概要
Ｄ　各地区研究会の開催
Ｅ　国税通則法制定に関する意見書の提出
Ｆ　訪欧税務訴訟調査団
Ｇ　役員組織の確立
Ｈ　役員の選任
Ｊ　刊行記念号，論文集及び図書の刊行
Ｋ　創立当初より30年間在籍会員の氏名
Ｌ　30年間の会員異動一覧表



【参考】「税法学」594号233頁以下の「学会記事」

本部会議開催報告

　第159回　令和７年５月25日（日）
　第160回　令和７年７月６日（日）
　臨時拡大 �（関東地区役員）本部会議 　　令和７年７月17日（木）
　�第161回及び臨時拡大（関東地区役員）本部会議 　　令和７年８月22日（金）

第115回大会・総会等開催報告

◆日　時
［第１日目］令和７年６月７日（土）
　　　　　　午前11時30分～午後５時25分
［第２日目］令和７年６月８日（日）
　　　　　　午前10時00分～午後４時10分

◆開催地区及び開催方法
　中四国地区及び島根県立産業交流会館くにびきメッセとオンライン（Zoom）とのハイブリッド開催

◆大会出席者
【来賓】
　なし
【賛助会員２社】
公益財団法人日本税務研究センター，株式会社清文社

【会員245名】
【本部６名】
谷口勢津夫，西山由美，吉澤俊二，髙橋祐介，奥谷　健，一高龍司

【北海道・東北地区13名】
麻生純司，泉山　殖，岩下　誠，木口　隆，小関健三，佐藤千咲，佐藤尚樹，高浜智輝，武田浩明，
藤中敏弘，堀　治彦，松田孝志，柳沢邦則

【関東地区64名】
青栁達朗，阿部雪子，安藤雄一郎，泉　絢也，猪野　茂，海野多佳夫，大野直也，大野雅人，加藤友
佳，金子友裕，権田和雄，川井和子，小菅貴子，小林裕明，小林宏之，小柳　誠，権田和雄，佐井吾
光，斉木秀憲，齋藤　滋，酒井翔子，佐々木みちよ，杉山裕之，鈴木章司，鈴木孝直，関根美男，高
木英樹，高柳和男，竹内茂樹，竹内春美，谷川喜美江，谷口智紀，谷口裕之，道下知子，鳥原弓里江，
長島　弘，野口　浩，服部夕紀，林　仲宣，日景　智，樋口恒太，平野嘉秋，藤間大順，藤曲武美，
増田英敏，増田由佳子，松澤正人，松本陽平，水谷年宏，森岡康太，森下幹夫，安田京子，山下　学，
山下清兵衛，山田二郎，山上淳一，横田雅志，吉田歌純，吉田貴明，吉田正毅，四方田　彰，我妻純
子，脇谷英夫，渡辺徹也

【中部地区37名】



井川源太郎，伊川正樹，石山皇太，伊藤雄太，稲垣真衣，奥川哲也，小野貴之，糟谷　修，加藤歌子，
加藤久也，加藤玲子，岸野悦朗，記虎恵子，木村幹雄，佐藤和美，鈴木　恵，杉村圭照，富永生志，
中尾真和，ニャムスレン・ルハムツェレン，萩原芳宏，橋本　彩，服部由美，馬場　陽，林　隆一，
堀田朋宏，松田　修，真野郁久，丸山公子，御堂河内綾子，森田辰彦，森田侑実重，安屋謙一，山田
京子，大和正治，吉田典保，吉田洋

【関西地区56名】
朝倉正夫，井川淳志，泉　裕章，井上和子，浦東久男，岡田明大，越智砂織，柿本雅一，金井恵美子，
金山知明，川喜多由博，北野富士和，木村浩之，邱　怡凱，清本敏弘，日下文男，久米康世，倉見智
亮，耕　泰之，小林伸幸，蔡　孟彦，酒井貴子，坂巻綾望，鹿田良美，鈴木健介，住永佳奈，高松伊
太郎，竹内綱敏，忠岡　博，田中　治，田中晶国，辻　美枝，壷見晴彦，中嶋美樹子，中野浩幸，屶
綱重則，浪花健三，西俣敏明，野一色直人，土師秀作，濱田　洋，原田裕彦，藤原庸貴，堀内眞之，
前田謙二，松井淑子，松本　拓，水野正夫，宮本十至子，村井　正，村上由紀，望月　爾，安井栄二，
山本尚平，山本直樹，芳木和世

【中四国地区22名】
青木　丈，石森久広，市川哲司，井上友一，大木　洋，尾川　望，片上孝洋，兼綱祥吉，木村守孝，
黒住茂雄，佐伯健司，酒井啓司，佐久間一郎，澤井貴介，武田京子，手塚貴大，峠　直樹，林　孝一，
水口勝夫，山中正敏，横井里保，横道慶典

【九州地区41名】
梅野智子，大藏将史，岡村忠生，小川英雄，織田洋輔，金谷比呂史，川越明日菜，北原　克，木山雅
人，久峨正士，黒岩延時，堺　貴晴，笹田　毅，佐治泰世，執行達也，篠原美津子，菅野直樹，末吉
幹久，高橋敦尚，髙橋秀至，桃原健二，戸江千枝，鳥飼貴司，中園慎二，長友慶徳，成宮哲也，成宮
広理，西田尚史，平川　茂，福岡耕二，本田裕章，宮崎裕士，宮島克宣，宮本真治，本村大輔，矢羽
田　修，山内英樹，山崎広道，山下美穂子，山田麻未，山本洋一郎

【沖縄地区６名】
井上むつき，上原登貴子，末崎　衛，鈴木和子，當間健一，町田真子

◆役員会出席者（61名）
【本部６名】
谷口勢津夫，西山由美，吉澤俊二，髙橋祐介，奥谷　健，一高龍司

【北海道・東北地区２名】
小関健三，武田浩明

【関東地区12名】
川井和子，竹内春美，谷口智紀，長島　弘，野口　浩，藤間大順，増田英敏，山下　学，山田二郎，
四方田　彰，脇谷英夫，渡辺徹也

【中部地区12名】
井川源太郎，伊川正樹，伊藤雄太，加藤歌子，加藤玲子，竹本守邦，橋本　彩，馬場　陽，真野郁久，
森田辰彦，山田麻未，吉田典保

【関西地区13名】
浦東久男，片山直子，金井恵美子，木村浩之，鹿田良美，高松伊太郎，竹内綱敏，忠岡　博，田中　
治，浪花健三，西俣敏明，野一色直人，望月　爾

【中四国地区３名】



佐伯健司，佐久間一郎，峠　直樹
【九州地区12名】
金谷比呂史，木山雅人，執行達也，笹田　毅，末吉幹久，高橋敦尚，髙橋秀至，桃原健二，長友慶徳，
西田尚史，福岡耕二，山崎広道 

【沖縄地区１名】
井上むつき

◆大会研究報告
〔第１日目〕（午後１時30分～５時25分）
総合司会　奥谷　健（広島修道大学教授）
開会挨拶　谷口勢津夫（理事長）

１　研究報告⑴
　「企業課税と経済産業政策―租税法とイノベーション・経済法の関係について―」（税法学593号）手
塚貴大（広島大学教授）

　司　会　奥谷　健（広島修道大学教授）
　質問者　青栁達朗（武蔵野大学教授）
　　　　　田中　治（大阪府立大学名誉教授）
　　　　　谷口勢津夫（大阪学院大学教授）
　　　　　藤間大順（神奈川大学准教授）
　　　　　望月　爾（立命館大学教授）
　　　　　村井　正（関西大学名誉教授）
　　　　　横道慶典（国家公務員）
２　シンポジウム基調報告⑴
　「企業会計と法人税」（税法学593号）金子友裕（東洋大学教授）

３　シンポジウム基調報告⑵
　「法人租税属性の利用制限に関する比較法的検討」（税法学593号）酒井貴子（大阪公立大学教授）

４　シンポジウム基調報告⑶
　「納税環境整備の変化と企業課税」（税法学593号）末吉幹久（税理士）

〔第２日目〕（午前10時00分～午後４時10分）
総合司会　奥谷　健（広島修道大学教授）

１　研究報告⑵
　「インボイス時代における消費税法のあり方―小規模事業者の立場から―」（税法学593号）當間健
一（税理士）

　司　会　井上むつき（税理士）
　質問者　伊川正樹（名城大学教授）
　　　　　加藤久也（税理士）
　　　　　糟谷　修（税理士）
　　　　　髙橋秀至（福岡大学教授）
　　　　　谷口勢津夫（大阪学院大学教授）
　　　　　横井里保（香川大学准教授）
２�　シンポジウム　「近時の企業課税をめぐる法的諸問題」



　司　会　野一色直人（京都産業大学教授）
　　　　　金谷比呂史（弁護士）
　次�回開催地区挨拶　長島弘（立正大学教授・関東地区総務委員長）
　閉会挨拶　西山由美（理事長代行）

◆役員会
〔第１日目〕（午前11時30分～午後１時00分）
１　審議事項
①　役員候補者の決定
　各地区から推薦された役員候補者を確認し，総会に提案することとした。総会において役員が承認され
ることを前提に，理事長を互選し，谷口勢津夫会員を選出した。また，同じ前提の下に，理事長代行に西
山由美会員が理事長代行に，吉澤俊二会員，髙橋祐介会員，奥谷健会員及び一高龍司会員が本部役員に指
名された。
②　令和６年度収支決算の承認
　令和６年度収支決算（後掲）につき，加藤歌子監事の監査報告（決算を適正なものとする報告）の後，
同決算が承認された。
③　令和７年度予算の承認
　令和７年度予算（後掲）が承認された。同予算は，基本的には，従前どおり，学会機関誌（税法学）を
年２回発行し，大会・総会を年１回開催し，また，会員会費を10,000円とするものである。
④　会費未納者の除籍
　令和６年度会費の未納者８名につき，学会規約７条２項に基づき除籍することが承認された。ただ，従
来からの慣行により，大会直後に支払があった場合には除籍者から除外することが確認されたが，１名か
ら支払の申出があった（後日支払があった）ので，最終的な除籍者は７名となった。
⑤　新入会員の承認
　入会申込者26名全員について，学会規約６条１項に基づき，入会が承認された（後掲）。
⑥　第116回大会の開催日・場所と開催方法
　第116回大会は関東地区の担当により令和８年６月13日（土）・14日（日）に九段会館テラス（東京都千
代田区九段南１－６－５）で開催する予定であることが確認された。また，開催方法についてはハイブリ
ッド開催の方向で準備を進めることにした。
⑦�　第116回大会のシンポジウムのテーマの承認
　第116回大会のシンポジウムのテーマについては，「相続財産課税をめぐる法的諸問題」とすることが承
認された。個別テーマ及び担当者については，この役員会終了後の研究委員長会議で，地区報告担当地区
と共に審議・決定することとされた。
⑧　「税法学」執筆要領の改定
　「税法学」編集委員会委員長の髙橋祐介会員から，「税法学」執筆要領の改正の背景・理由，改正項目・
内容などに関する説明を踏まえ，重要な改正であることから十分な検討期間を確保するため来年の第116
回大会における役員会及び総会で決定する旨の改定手続に関する提案があり，承認された。
⑨　総会議長の選出
　本大会２日目の総会の議長として，山崎広道会員（熊本大学名誉教授）が選任された。
２　報告事項
①　第117回大会以降の開催地区



　今後の大会・総会の開催予定として，第117回（2027年）は中部地区，第118回（2028年）は沖縄地区，
第119回（2029年）は関西地区，第120回（2030年）は中四国地区，第121回（2031年）は九州地区がそれ
ぞれ担当する予定である。
②�　第３回学会運営会議（令和７年３月30日オンライン開催）
　学会規約13条２項・３項に従い学会運営会議が開催され，第115回大会における役員会及び総会におけ
る審議事項等について議論がされたほか，各地区の状況，特に困難な状況について意見交換がされたこと
などが報告された。
③�　今後の検討課題―学会の「SDGs」について―
　上記の学会運営会議でも議論された地区研究会の開催のあり方について，各地区間協力も含め意見交換
を行った。
④�　学会事務の運営体制の見直し―特にWeb入会申込みについて―
　入会申込みの手続を，学会ホームページ・メールを通じて行えるようにするなど学会事務の改善策につ
いて報告があった。
〔第２日目〕（午後０時30分～１時）
　第１日目で承認されたシンポジウムのテーマにつき，その後の研究委員長会議で個別テーマ及び担当者
として①「相続財産に対する相続税と所得税」（仮題）長島弘会員（関東地区），②「相続法改正と相続財
産課税」（仮題）鹿田良美会員（関西地区），③「相続財産の評価」（仮題）竹本守邦会員（中部地区）が決
定された旨の報告がされた。また，地区報告は，関東地区と九州地区の担当となった旨の報告もされた。

◆総　会
〔第２日目〕（午前10時40分～11時15分）
　議　長　山崎広道（熊本大学名誉教授）
１　審議事項
①　役員の承認
　１日目の役員会で承認された役員候補者が，役員として承認された。
②　令和６年度収支決算の承認
　令和６年度収支決算（後掲）が承認された。
③　令和７年度予算の承認
　令和７年度予算（後掲）が承認された。
④�　第116回大会の開催日及び開催場所並びに開催方法の確認
　既定どおり確認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑥参照）。
⑤�　第116回大会のシンポジウムのテーマの承認
　提案どおり承認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑦参照）。
⑥　「税法学」執筆要領の改定
　改定手続に関する提案が承認された（前記「役員会」第１日目「１　審議事項」⑧参照）。
２　報告事項
①　会費未納者の除籍
　会費未納者の除籍につき，役員会での承認どおり報告された（前記「役員会」第１日目「１　審議事
項」④参照）。
②　新入会員の承認
　入会申込者の入会につき，役員会での承認どおり報告された（前記「役員会」第１日目「１　審議事



項」⑤参照）。
③　第117回大会以降の開催地区
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」の①と同様の報告がされた。
④�　第３回学会運営会議（令和７年３月30日オンライン開催）
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」の②と同様の報告がされた。
⑤�　今後の検討課題―学会の「SDGs」について―
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」の③での意見交換について報告がされた。
⑥�　学会事務の運営体制の見直し―特にWeb入会申込みについて―
　前記「役員会」第１日目「２　報告事項」の④と同様の報告がされた。

◆懇親会（第１日目午後６時～午後８時）
　松江エクセルホテル東急・オークにおいて開催された。参加者は95名。

新役員名簿

（〇印は常務理事，◎印は本部役員）
【本部】
理事長　　　　　　谷口勢津夫
理事長代行　　　　西山由美

【北海道・東北地区】
総務委員長　　　○小関健三
総務委員　　　　　金坂和正
　　　　　　　　　中西良之
研究委員長　　　○伊藤　悟
研究委員　　　　　中島茂幸
　　　　　　　　　松田孝志
組織委員長　　　○武田浩明
組織委員　　　　　有田眞人

【関東地区】
総務委員長　　　○長島　弘
総務委員　　　　　川井和子
　　　　　　　　　谷口智紀
　　　　　　　　　野口　浩
　　　　　　　　　林　仲宣
　　　　　　　　　藤間大順
研究委員長　　　○渡辺徹也
研究副委員長　◎○西山由美
　　　　　　　　○増田英敏
研究委員　　　　　泉　絢也



　　　　　　　　　加藤友佳
　　　　　　　　　山田二郎
　　　　　　　　　我妻純子
組織委員長　　　○脇谷英夫
組織副委員長　　○関根美男
組織委員　　　　　松原大樹
　　　　　　　　　吉田正毅
　　　　　　　　　四方田　彰

【中部地区】
総務委員長　　　○真野郁久
総務副委員長　　○井川源太郎
研究委員長　　◎○髙橋祐介
研究副委員長　　○伊川正樹
　　　　　　　　○伊藤雄太
研究委員　　　　　加藤玲子
　　　　　　　　　竹本守邦
　　　　　　　　　中尾真和
　　　　　　　　　馬場　陽
　　　　　　　　　森田辰彦
　　　　　　　　　吉田典保
組織委員長　　　○橋本　彩
組織副委員長　　○鈴木　恵
監事　　　　　　　加藤歌子

【関西地区】
総務委員長　　　○浦東久男
研究委員長　　　○野一色直人
研究副委員長　◎○一高龍司
　　　　　　　　○金井恵美子
研究委員　　　　　片山直子
　　　　　　　　　木村浩之
　　　　　　　　　倉見智亮
　　　　　　　　　忠岡　博
　　　　　　　　　田中　治
　　　　　　　　　田中晶国
　　　　　　　　　谷口勢津夫
　　　　　　　　　望月　爾
　　　　　　　　　八ツ尾順一
組織委員長　　　○鹿田良美
組織副委員長　　○水野武夫



組織委員　　　　　高松伊太郎
　　　　　　　　　浪花健三
　　　　　　　　　西俣敏明
　　　　　　　　◎吉澤俊二
監事　　　　　　　竹内綱敏

【中四国地区】
総務委員長　　　○佐久間一郎
総務副委員長　　○武田京子
総務委員　　　　　横井里保
研究委員長　　◎○奥谷　健
研究副委員長　　○手塚貴大
研究委員　　　　　片上孝洋
　　　　　　　　　小塚真啓
組織委員長　　　○酒井啓司
組織副委員長　　○峠　直樹
組織委員　　　　　佐伯健司

【九州地区】
総務委員長　　　○桃原健二
総務副委員長　　○金谷比呂史
総務委員　　　　　田口智一
研究委員長　　　○大藏将史
研究副委員長　　○岡村忠生
研究委員　　　　　高橋敦尚
　　　　　　　　　髙橋秀至
　　　　　　　　　長友慶徳
　　　　　　　　　福岡耕二
　　　　　　　　　安武貴美子
　　　　　　　　　山田麻未
　　　　　　　　　山本洋一郎
組織委員長　　　○西田尚史
組織副委員長　　○木山雅人
組織委員　　　　　椛島文子
　　　　　　　　　執行達也
　　　　　　　　　波多野　徹

【沖縄地区】
総務委員長　　　○鈴木和子
研究委員長　　　○井上むつき
組織委員長　　　○山入端正範



令和 6 年度収支決算書
（自令和 6 年 4 月 1 日　至令和 7 年 3 月 31 日）

日 本 税 法 学 会
（単位　円）

科　　　目
予　　算　　額　 決　　　　算　　　　額　

収　入 支　出 収　入 増　減 支　出 増　減
前 年 度 繰 越 金 6,143,110 6,143,110 0 

会 員 会 費 9,910,000 9,956,200 46,200 
賛 助 会 員 会 費 250,000 250,000 0 
大 会 費 収 入 0 8,000 8,000 
寄 付 金 収 入 0 20,000 20,000 
受 取 利 息 0 790 790 

（小　計） （10,160,000） （10,234,990） 
機 関 誌 費 8,000,000 5,435,285 △ 2,564,715
大 会 費 1,000,000 317,388 △ 682,612
通 信 費 800,000 503,835 △ 296,165
印 刷 費 70,000 44,176 △ 25,824
手 数 料 220,000 179,872 △ 40,128
消 耗 品 費 100,000 25,697 △ 74,303
事 務 費 600,000 372,810 △ 227,190
旅 費 交 通 費 100,000 11,170 △ 88,830
諸 会 費 30,000 30,000 0 
未 収 会 費 償 却 210,000 20,000 △ 190,000
備 品 除 却 損 0 630,000 630,000 
雑 費 650,000 604,029 △ 45,971
予 備 費 4,523,110 0 △ 4,523,110

（小　計） （16,303,110） （8,174,262） 
次 年 度 繰 越 金 8,203,838 8,203,838 

合　　　計 16,303,110 16,303,110 16,378,100 74,990 16,378,100 74,990

貸　借　対　照　表
（令和 7 年 3 月 31 日現在）

日 本 税 法 学 会
（単位　円）

借　　　　　　　方 貸　　　　　　方
科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

現 　 　 　 金 42,990 前 受 会 費 20,000 
郵 便 振 替（ 左 京 郵 便 局 ） 201,936 次 年 度 繰 越 金 8,203,838 
郵 便 貯 金（ 竹 屋 郵 便 局 ） 7,358,460 
未　　収　　会　　費（20 名） 200,000
備 　 　 　 品 420,452

合　　　　計 8,223,838 合　　　　計 8,223,838 



令和 6 年度基金勘定決算書
（自令和 6 年 4 月 1 日　至令和 7 年 3 月 31 日）

日 本 税 法 学 会
（単位　円）

科　　　　目 収　　入 支　　出 備　　　　考
前 年 度 繰 越 金 4,698,000

入 　 　 会 　 　 金 56,000 2,000 円× 28 名

次 年 度 繰 越 金 4,754,000 

合　　　計 4,754,000 4,754,000

基金勘定貸借対照表
（令和 7 年 3 月 31 日現在）

日 本 税 法 学 会
（単位　円）

借　　　　方 貸　　　　方
科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額

定 額 貯 金（ 竹 屋 郵 便 局 ） 4,754,000 次 年 度 繰 越 金 4,754,000 

合　　　計 4,754,000 合　　　計 4,754,000

備　　品　　明　　細
日 本 税 法 学 会

（単位　円）
明　　　細 取得年月　 数　量 取得価額 購入先

コ 　 ク 　 ヨ 　 書 　 棚 H 7. 8 2 70,452 ㈱西京コクヨ
キャノンコピー・ファックス複合機 R 6. 7 1 350,000 ㈱東洋

合　　　計 420,452 

上記のとおり相違ありません
　令和７年６月８日

日 本 税 法 学 会　　理　事　長　谷　口　勢津夫
理事長代行　西　山　由　美
会 計 担 当
理　　　事　吉　澤　俊　二
監　　　事　加　藤　歌　子
監　　　事　竹　内　綱　敏



令和７年度　予　　算
（自令和 7 年 4 月 1 日　至令和 8 年 3 月 31 日）

日 本 税 法 学 会
（単位　円）

科　　　目 令和 6年度
決　算　額

令　和 　7　 年　度　予　算　額
備　　考

収　入 増　減 支　出 増　減

前年度繰越金 6,143,110 8,203,838 2,060,728

会 員 会 費 9,956,200 10,000,000 43,800 ⑴

賛 助会員会費 250,000 250,000 0 ⑵

大 会 費 収 入 8,000 0 △ 8,000 ⑶

寄 付 金 収 入 20,000 0 △ 20,000

受 取 利 息 790 0 △ 790

（小　計） （10,234,990） （10,250,000）

機 関 誌 費 5,435,285 8,000,000 2,564,715 ⑷

大 会 費 317,388 1,000,000 682,612

通 信 費 503,835 800,000 296,165 ⑸

印 刷 費 44,176 70,000 25,824

手 数 料 179,872 220,000 40,128

消 耗 品 費 25,697 100,000 74,303 ⑹

事 務 費 372,810 600,000 227,190 ⑺

旅 費 交 通 費 11,170 100,000 88,830

諸 会 費 30,000 30,000 0

未 収 会費償却 20,000 200,000 180,000

備 品 除 却 損 630,000 0 △ 630,000

雑 費 604,029 650,000 45,971 ⑻

予 備 費 0 6,683,838 6,683,838

（小　計） （8,174,262） （18,453,838）

次 年度繰越金 8,203,838 △ 8,203,838

合　　　計 18,453,838 2,075,738 18,453,838 2,075,738



（主な科目の計算明細）

⑴　会　員　会　費
10,000 円× 1,000 名（会員 984 名＋入会申込 16 名） 計 10,000,000 円

⑵　賛 助 会 員 会 費
50,000 円× 5 口 計 250,000 円

⑶　大 会 費 収 入
 計 0 円

⑷　機　関　誌　費
税法学 593 号、594 号、HP 費用、名簿発行費 計 8,000,000 円

⑸　通　　信　　費
税法学 593 号・594 号送料、名簿送料、電話料等 計 800,000 円

⑹　消　耗　品　費
コピーカウント料金、事務用品他 計 100,000 円

⑺　事　　務　　費
清文社事務代行費 計 600,000 円

⑻　雑　　　　　費
事務所経費、光熱費　50,000 円× 12 月＝ 600,000 円
その他　　 　　　　　　　　　　　　　　50,000 円 計 650,000 円



会員異動

◆新入会員（26名）
【北海道・東北地区】
麻生純司　　　税理士
高浜智輝　　　大学教員

【関東地区】
岩佐由加里　　大学教員
岡部洋一　　　税理士
鹿島光右　　　会社員
加藤邦治　　　税理士
金子善行　　　大学教員
加納輝尚　　　大学教員
菅野真美　　　税理士
濱本　明　　　大学教員
若林恒行　　　税理士・公認会計士

【中部地区】
笠井　登　　　税理士
藤田美咲　　　税理士・公認会計士
御堂河内綾子　税理士

【関西地区】
暁　琢也　　　弁護士
加納義也　　　会社員
森　一葉　　　税理士

【中四国地区】
安達　巧　　　大学教員
兼綱祥吉　　　税理士

【九州地区】
川越明日菜　　大学院生
桐原沙知子　　税理士
久峨正士　　　税理士
久保寺恵子　　税理士
津野秀太　　　税理士
野崎啓介　　　税理士

【沖縄地区】
田嶋さち子　　税理士

第116回大会・総会開催案内

◆日　程
【第１日目】



　2026年６月13日（土）
【第２日目】
　2026年６月14日（日）

◆会　場
　九段会館テラス
　東京都千代田区九段南１－６－５


